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論　
　

文

古
代
の
大
内
盆
地
（
周
防
国
吉
敷
郡
八
田
郷
）
に
お
け
る
支
配
構
造 

―
G
I
S
を
利
用
し
た
歴
史
的
景
観
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
―

渡
辺
　
　
滋
・
倉
田
　
研
治

は
じ
め
に

大
内
盆
地
（
図

１
Ａ
・
図
１
Ｂ
）

は
、
宮
野
盆
地
な

ど
と
と
も
に
、
山

口
県
中
央
に
広
が

る
山
口
盆
地
を
構

成
す
る
主
要
要
素

の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
歴
史

に
つ
い
て
は
、
中

世
後
期
に
中
国
西

部
か
ら
九
州
北
部

に
至
る
広
範
囲
を

支
配
下
に
置
い
た

「
大
内
」
氏
の
名

称
の
由
来
と
い
う

こ
と
や
、
当
地
に

大
内
氏
の
菩
提
寺

が
存
在
し
た
こ
と

な
ど
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
も
と
も
と
達
良
郷
（
佐
波
郡
）
を
本
貫
と
し
て
い
た

多
々
良
氏
の
一
流
が
、
八
田
郷
（
吉
敷
郡
）（

１
）（

図
2
）
の
大
内
盆
地
へ
と
進
出
し
大
内

氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
時
期
や
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い（

2
）。

ま
た
、
彼
ら
が
進
出
す
る
以
前
の
大
内
盆
地
内
の
歴
史
的
な
展
開

過
程
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で

は
、
こ
の
地
域
で

人
々
が
生
活
し
始

め
た
段
階
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
、
そ
の

後
、
律
令
制
施
行

の
過
程
で
「
八
田

郷
」
が
成
立
す
る

段
階
を
経
て
、
そ

こ
に
多
々
良
氏
が

進
出
し
、
さ
ら
に

は
旧
来
の
勢
力
を

し
の
い
で
単
独
の

地
域
支
配
を
確
実

に
す
る
ま
で
の
諸

段
階
を
検
討
す
る
。

具
体
的
に
は
、
文
献
・
考
古
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
諸
資
料
に
加
え
て
、
G
I
S
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
最
新
の
分
析
成
果
も
ふ
ま
え（

3
）、

古
代
か
ら
中
世
初
期
に

か
け
て
の
大
内
盆
地
の
歴
史
的
な
変
遷
を
多
角
的
に
解
明
し
た
い
。
近
年
、
大
内
氏
を
め
ぐ

る
研
究
は
全
体
と
し
て
は
盛
況
だ
が
、
そ
の
一
方
で
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
研
究
密
度
の
濃
淡
の

差
が
目
立
つ
現
状
も
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
検
討
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
状
況
が
い
さ
さ
か

な
り
と
も
改
善
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

図１Ａ「山口盆地の全体図」

図１Ｂ「大内盆地の俯瞰図」
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図3：弥生時代の遺跡分布

図 2「吉敷郡内の郷配置図」

第
一
節 

令
制
施
行
以
前

大
内
盆
地
に
お
い
て
、
本
格
的
な
人
の
生
活
の
痕
跡
が
見
え
始
め
る
の
は
、
弥
生
時
代
以

降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
集
落
は
、
盆
地
北
部
で
は
、
興
隆
寺
跡
遺
跡
（
海
抜
三
六
ｍ
前

後
）
・
仏
供
田
遺
跡
（
海
抜
三
七
ｍ
前
後
）
な
ど
の
微
高
地
や
、
の
ち
に
大
内
氷
上
古
墳

（
海
抜
八
〇
ｍ
）
が
造
成
さ
れ
る
丘
陵
に
散
在
す
る
。
ま
た
盆
地
西
南
部
で
も
、
問
田
片
川

遺
跡
（
海
抜
三
三
〜
五
〇
ｍ
）
の
よ
う
な
微
高
地
に
検
出
さ
れ
て
い
る（

4
）。

つ
ま
り
弥
生

時
代
に
お
け
る
拠
点
は
、
平
地
に
位
置
す
る
仁
生
遺
跡
（
土
坑
・
柱
穴
な
ど
が
検
出
）
を
除

き
仁
保
川
北
岸
（
盆
地
の
北
辺
）
や
問
田
川
南
岸
（
盆
地
の
南
辺
）
な
ど
の
微
高
地
・
丘
陵

上
に
点
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
う
ち
、
大
内
氷
上
と
問
田
片
川
に
所
在
す

る
集
落
遺
構
は
、
い
わ
ゆ
る
高
地
性
集
落
と
推
定
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
、
よ
り
低
い
場
所
に

あ
っ
た
拠
点
集
落
と
リ
ン
ク
す
る
形
で
機
能
し
て
い
た
施
設
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
、
こ

の
う
ち
後
者
は
、
そ
こ
か
ら
の
可
視
領
域
を
念
頭
に
置
く
と
、
仁
保
川
上
流
域
（
後
述
す
る

盆
地
北
東
部
の
長
野
地
区
の
勢
力
）
へ
の
監
視
を
主
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
（
図
3
）

と
こ
ろ
が
古
墳
時
代
に
入
る
と
、
仁
保
川
北
岸
で
は
掘
立
柱
建
物
群
（
御
堀
遺
跡
）
一
カ

所
を
除
き
、
生
活
の
痕
跡
が
ほ
ぼ
消
滅
す
る
。
移
転
先
に
つ
い
て
現
状
で
は
明
確
に
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
一
般
に
弥
生
時
代
の
生
活
範
囲
は
丘
陵
部
の
辺
縁
（
水
系
の
上
流
部
）
に

集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
河
川
下
流
に
近
接
し
て
流
路
管
理
が
必
要
と
な
る
低
地
の
開
墾
は

古
墳
時
代
以
降
と
さ
れ
る（

5
）。

こ
う
し
た
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
前
述
し
た
微
高
地
上
の

集
落
遺
跡
が
消
滅
し
た
後
、
古
墳
時
代
の
集
落
は
、
現
状
で
は
発
掘
調
査
が
進
ん
で
い
な
い

大
内
盆
地
の
中
心
部
（
仁
保
川
の
流
路
と
問
田
川
の
流
路
に
挟
ま
れ
た
平
野
部
）
に
形
成
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
（
図
4
）
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こ
う
し
て
生
活
拠
点
が
丘
陵
の
辺
縁
か
ら
平
野
部
の
河
川
流
域
へ
と
移
転
し
た
一
方
、
北

辺
の
丘
陵
地
は
別
の
用
途
で
継
続
利
用
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
弥
生
終
末
期
以
降
に
形
成

さ
れ
た
高
尾
古
墳
群
（
大
内
御
堀
字
山
田
）
は
複
数
の
箱
式
石
棺
墓
や
円
墳
で
構
成
さ
れ
る

が
、
そ
の
規
模
か
ら
村
落
首
長
ク
ラ
ス
の
人
々
を
葬
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
古
墳

周
辺
の
流
土
中
か
ら
、
須
恵
器
片
と
と
も
に
和
同
開
珎
（
七
〇
八
年
発
行
）
二
枚
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
エ
リ
ア
が
奈
良
期
以
降
ま
で
継
続
利
用
さ
れ
た
墓
域
で
あ
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る（

6
）。

な
お
、
こ
の
古
墳
群
か
ら
の
可
視
領
域
（
周
辺
地
域
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
古
墳
群
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
）
は
、
大
内
盆
地
西
部
の
千
坊
か
ら
中
央
部
の
矢

田
に
か
け
て
、
つ
ま
り
盆
地
の
西
半
分
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
一
方
で
、
仁
保
川
上
流
域
は

も
ち
ろ
ん
、
後
述
す
る
大
塚
古
墳
群
や
下
長
野
遺
跡
の
エ
リ
ア
に
は
及
ん
で
い
な
い
（
図
5

（
7
））

。
こ
う
し
た
領
域
の
設
定
は
、
こ
の
古
墳
群
の
被
葬
者
た
ち
の
生
前
の
生
活
領
域
が

盆
地
の
西
部
〜
中
部
に
か
け
て
の
地
域
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
墳
墓
を
作
り
続
け
る
現
象
は
、
周
辺
で
も
複
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
高
尾
古
墳
群
の
西
隣
の
尾
根
に
築
か
れ
た
大
内
氷
上
古
墳
（
大
内
御
堀
字
山
根
、
五
世
紀

中
葉
か
ら
後
半
の
前
方
後
円
墳
）
は
、
弥
生
時
代
の
高
地
性
集
落
の
跡
地
に
築
か
れ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
か
ら
の
可
視
領
域
を
検
討
し
て
お
く
と
、
さ
す
が
に
盆
地
東
方
の
大
塚
古
墳
群
や

下
長
野
遺
跡
ま
で
は
含
ま
な
い
と
は
い
え
、
前
述
の
高
尾
古
墳
群
と
は
異
な
り
、
盆
地
の
ほ

ぼ
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
図
6
）
。
こ
の
盆
地
全
体
を
見
回
し
て
も
、

こ
こ
ま
で
広
い
眺
望
範
囲
を
誇
る
事
例
は
他
に
見
ら
れ
ず
、
こ
の
古
墳
が
大
内
盆
地
全
体
で

唯
一
の
確
実
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
も
含
め
、
古
墳
時
代
の
大
内
盆
地
が
そ
の
可
視
範

図4：古墳時代の遺跡分布

図5：高尾古墳群からの可視領域
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図6：大内氷上古墳からの可視領域

図7：馬塚古墳からの可視領域

囲
（
つ
ま
り
同
古
墳
の
被
葬
者
の
勢
力
範
囲
）
を
中
心
エ
リ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能

性
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
尾
根
の
西
麓
に
築
か
れ
た
馬
塚
古
墳
（
大
内
御
堀
字
馬
塚
、
六
世
紀
初
頭
の
前
方
後

円
墳
ま
た
は
円
墳
）
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
を
削
平
し
た
場
所
に
造
成
さ
れ
て
い
る

（
8
）。

こ
の
古
墳
か
ら
の
可
視
領
域
を
検
討
し
て
お
く
と
、
盆
地
西
方
の
千
坊
、
盆
地
南
方

の
問
田
な
ど
ま
で
カ
バ
ー
す
る
が
、
盆
地
中
央
域
の
矢
田
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
ず
、
も
ち
ろ

ん
東
方
の
長
野
も
含
ま
れ
て
い
な
い
（
図
7
）
。
つ
ま
り
可
視
領
域
に
注
目
す
る
限
り
、
隣

接
す
る
大
内
氷
上
古
墳
で
は
な
く
、
立
地
こ
そ
離
れ
て
は
い
る
が
高
尾
古
墳
群
に
近
い
形
状

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
違
い
か
ら
す
る
と
、
大
内
氷
上
古
墳
と
馬
塚
古
墳

の
被
葬
者
の
間
に
は
、
単
に
一
世
代
差
の
あ
る
後
継
者
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
保
持
す
る
権

力
に
質
的
な
違
い
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
大
内
氷
上
古
墳
・
馬
塚
古
墳
な
ど
は
、
弥
生
期
の
生
活

拠
点
を
転
用
し
て
墳
墓
を
造
成
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
弥
生

期
以
来
の
生
活
圏
を
継
承
す
る
勢
力
が
、
先
祖
た
ち
の
居
住
エ
リ
ア
を
転
用
し
て
、
こ
れ
ら

の
古
墳
を
造
成
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る（

9
）。

と
こ
ろ
で
、
古
墳
時
代
に
各
地
の
首
長
層
の
主
導
で
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
平
野
部
に

お
け
る
開
墾
は
、
奈
良
・
平
安
期
以
降
の
条
里
制
に
基
づ
く
水
田
地
割
へ
と
展
開
す
る
。
先

行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
大
内
盆
地
に
お
け
る
そ
の
施
行
状
況
を
確
認
し
て
お
く
と
、
全
体
と

し
て
は
矢
田
西
域
を
中
心
に
大
規
模
な
条
里
が
敷
か
れ
て
い
る
。
そ
の
西
方
の
千
坊
や
、
東

方
の
長
野
に
も
小
規
模
な
飛
び
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
中
間
の
微
高
地
の
利
用
は
避
け
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ら
れ
て
い
る（
10
）。

つ
ま
り
矢
田
を
中
心
と
す
る
仁
保
川
南
岸
が
、
古
墳
〜
平
安
中
期
に
お

け
る
開
発
中
心
域
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
水
田
地
割
は
、
山
口
県
内
の
周
辺
地
域
で
も

同
様
の
傾
向
が
検
出
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
河
川
流
路
に
浸
食
さ
れ
ず
に
残
っ
た

沖
積
面
の
う
え
に
展
開
す
る
と
い
う
共
通
性
を
示
し
て
お
り
（
図
8
）
、
そ
の
立
地
の
選
択

は
同
一
の
基
準
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
千
坊
〜
矢
田
に
か
け
て
敷
か
れ
た
条
里
と
、
東
方
の
長
野
に
敷

か
れ
た
条
里
は
方
位
が
異
な
る
点
で
あ
る
。
隣
接
地
区
に
お
け
る
条
里
の
方
位
の
ズ
レ
は
山

口
盆
地
内
で
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
の
種
の
現
象
の
要
因
と
し
て
は
、
自
然
傾
斜
の
違
い
や

施
工
主
体
の
違
い
な
ど
幾
つ
か
の
背
景
が
想
定
さ
れ
る
。
大
内
盆
地
の
事
例
の
場
合
、
先
行

研
究
で
は
造
成
時
期
が
異
な
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が（
11
）、

そ
う
で
あ
れ
ば
、
後

述
す
る
八
田
郷
（
大
内
盆
地
の
西
方
か
ら
中
央
に
か
け
て
の
地
域
）
と
仲
河
郷
（
大
内
盆
地

の
東
方
か
ら
北
方
の
仁
保
に
か
け
て
の
地
域
）
に
お
け
る
主
要
勢
力
の
違
い
と
対
応
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

こ
う
し
た
矢
田
と
長
野
の
間
に
お
け
る
地
域
差
は
、
す
で
に
古
墳
時
代
の
段
階
で
確
認
で

き
る
。
た
と
え
ば
古
墳
時
代
前
期
の
盆
地
中
心
部
で
見
ら
れ
る
特
殊
な
習
俗
と
し
て
、
石
棺

の
蓋
石
に
盃
状
の
穴
（
雨
垂
れ
穴
の
よ
う
な
形
状
）
を
刻
む
風
習
が
あ
る
。
こ
の
現
象
は
西

方
の
平
川
・
吉
敷
に
も
伝
播
し
て
い
る
一
方
、
東
方
の
長
野
・
仁
保
・
小
鯖
で
は
事
例
が
確

認
さ
れ
な
い（
12
）。

中
期
以
降
の
事
例
で
も
、
盆
地
北
西
の
御
堀
に
所
在
し
、
盆
地
中
心
部
の
勢
力
の
墓
所
と

見
な
さ
れ
る
大
内
氷
上
古
墳
・
馬
塚
古
墳
は
、
建
造
時
期
の
差
か
ら
石
室
の
基
本
形
態
（
竪

穴
or
横
穴
）
こ
そ
異
な
っ
て
い
る
が
、
石
室
の
石
積
方
式
（
扁
平
な
割
石
を
小
口
積
）
の
同

一
性
や
、
外
側
に
葺
石
・
埴
輪
を
並
べ
な
い
と
い
う
共
通
点
か
ら
も
、
系
譜
的
に
連
続
す
る

主
体
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
一
方
、
盆
地
北
東
の
長
野
に
所
在
す
る
大
塚

古
墳
（
五
世
紀
中
葉
〜
後
半
の
円
墳
群
）
は
、
石
室
の
石
積
み
方
式
（
小
型
石
材
を
積
み
上

げ
、
間
に
小
さ
な
割
石
を
詰
め
る
）
や
、
外
側
に
葺
石
・
埴
輪
を
並
べ
る
点
な
ど
、
造
成
方

法
が
異
な
る（
13
）。

前
者
の
う
ち
、
た
と
え
ば
大
内
氷
上
古
墳
の
埋
葬
施
設
が
、
弥
生
時
代

の
箱
式
石
棺
墓
の
系
譜
を
引
く
形
式
な
の
に
対
し
、
後
者
の
石
棺
が
畿
内
系
の
長
持
形
石
棺

の
影
響
を
受
け
た
特
殊
な
形
状
で
あ
る
点
も
踏
ま
え
る
と
、
前
者
の
御
堀
地
区
に
古
墳
を
造

成
し
た
集
団
と
は
異
な
る
ル
ー
ツ
を
持
つ
集
団
の
墓
所
と
推
定
さ
れ
る
。
同
古
墳
群
の
中
心

と
想
定
さ
れ
る
一
号
墳
（
円
墳
）
は
、
直
系
三
六
ｍ
・
高
さ
五
ｍ
弱
の
規
模
を
誇
り
、
同
じ

山
口
盆
地
内
に
あ
る
前
方
後
円
墳
、
新
宮
山
古
墳
（
全
長
三
六
ｍ
）
、
大
内
氷
上
古
墳
（
全

長
二
八
ｍ
）
、
朝
田
１
３
号
墳
（
全
長
二
四
ｍ
）
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
体
積
で
は
大
幅
に

上
回
っ
て
い
る
。
墳
形
こ
そ
円
墳
だ
が
、
現
地
で
は
相
応
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
人
物
の
墓

所
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

参
考
ま
で
に
大
塚
古
墳
群
（
沖
積
地
か
ら
の
比
高
五
〜
一
〇
ｍ
の
洪
積
台
地
上
に
展
開
）

か
ら
の
可
視
領
域
の
範
囲
を
検
討
し
て
お
く
と
、
北
方
は
仁
保
の
方
面
ま
で
広
が
り
、
南
方

は
盆
地
中
央
部
の
矢
田
の
一
部
に
ま
で
か
か
る
か
な
り
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
分

か
る
（
図
９
）
。
こ
う
し
た
範
囲
か
ら
し
て
も
、
こ
の
古
墳
群
の
被
葬
者
た
ち
は
、
大
内
盆

地
の
東
部
（
可
視
領
域
か
ら
は
小
鯖
も
含
む
可
能
性
が
あ
る
）
か
ら
、
そ
の
北
方
の
仁
保
に

か
け
て
を
支
配
圏
と
す
る
勢
力
だ
っ
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

こ
う
し
た
分
析
結
果
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
古
墳
時
代
の
段
階
で
、
こ
の
地
域
は
御
堀
・

図8：条里の想定図
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矢
田
な
ど
盆
地
中
央
部
を
拠
点
と
す
る
勢
力
と
、
北
東
部
の
長
野
（
か
ら
、
お
そ
ら
く
北
方

の
仁
保
ま
で
）
に
広
が
る
勢
力
に
区
分
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
が
、
令
制
下
の

八
田
郷
で
勢
力
を
持
っ
て
い
た
郷
名
氏
族
（
の
ち
の
矢
田
部
氏
）
と
な
り
、
後
者
が
仲
河
郷

で
勢
力
を
持
っ
て
い
た
氏
族
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

後
者
の
正
体
は
不
明
だ
が
、
中
央
政
界
と
一
定
の
関
係
性
を
保
持
す
る
勢
力
だ
っ
た
ら
し

い
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
平
安
中
期
の
こ
の
地
域
に
御
厨
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た

関
係
性
の
延
長
線
上
の
現
象
か
も
し
れ
な
い
）
。
そ
の
主
要
拠
点
は
、
大
塚
古
墳
群
の
近
辺

に
所
在
が
推
定
さ
れ
る
弥
生
時
代
の
集
落
や
、
同
じ
く
同
古
墳
群
の
近
隣
に
展
開
す
る
下
長

野
遺
跡
（
奈
良
末
〜
平
安
時
代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
群
）（
14
）な

ど
で
あ
ろ
う
。
現
在
、

こ
の
長
野
地
域
は
「
大
内
長
野
」
と
呼
称
さ
れ
、
も
と
も
と
大
内
盆
地
の
一
部
を
な
す
か
の

如
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
当（

仁
保
庄
）庄

内
永
野
」
（
「
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
十
月
十
七

日 

足
利
直
義
裁
許
状
」
『
山
口
市
史 

史
料
編 

中
世
』
南
北
朝
期
25
）
と
見
え
る
よ
う
に
、

少
な
く
と
も
中
世
の
段
階
で
は
、
大
内
で
は
な
く
仁
保
の
一
部
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
う

し
た
あ
り
方
は
、
少
な
く
と
も
古
墳
時
代
の
段
階
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
盆
地
中
央
部
の
勢
力
の
拠
点
は
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
生
活
範
囲
こ
そ
先
述
し
た

と
お
り
だ
が
、
平
野
部
へ
の
移
行
後
の
拠
点
は
未
発
見
で
あ
る
。
た
だ
し
御
堀
遺
跡
（
山
口

市
大
内
御
堀
）
か
ら
、
七
世
紀
代
ま
で
遡
る
様
式
の
平
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
辺
り
に

初
期
寺
院
が
存
在
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
15
）。

古
墳
と
初
期
寺
院
の
連
続
性
も

踏
ま
え
れ
ば（
16
）、

大
内
氷
上
古
墳
な
ど
を
作
っ
た
氏
族
が
初
期
寺
院
を
作
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
寺
院
の
建
立
主
体
と
し
て
は
、
時
期
的
に
見
て
も
の
ち
の
矢
田
部
氏
が
想
定
さ
れ
よ

う
。

第
二
節 

八
田
郷
と
大
内
村　

郷
名
氏
族
と
し
て
の
矢
田
部
氏

つ
づ
い
て
、
七
世
紀
以
降
の
状
況
を
見
て
い
こ
う
。
す
で
に
中
央
で
は
、
七
世
紀
後
半
の

段
階
で
、
古
代
中
国
か
ら
継
受
し
た
律
令
法
に
基
づ
く
行
政
組
織
の
運
用
が
施
行
さ
れ
始
め

て
い
た
。
全
国
を
道
・
国
・
郡
と
い
う
行
政
単
位
に
区
分
し
、
郡
の
住
民
を
郷
（
当
初
は

里
）
単
位
で
組
織
す
る
そ
の
統
治
方
式
は
、
八
世
紀
初
頭
ま
で
に
列
島
の
大
半
の
地
域
（
東

北
北
部
と
九
州
南
部
を
除
く
）
で
施
行
さ
れ
て
い
く
。
山
陽
道
に
属
す
る
周
防
国
の
場
合
も
、

国
内
が
六
郡
に
分
割
さ
れ
た
う
え
、
各
郡
の
住
民
が
数
個
の
郷
単
位
で
把
握
さ
れ
る
体
制
が

施
行
さ
れ
た
。

こ
の
行
政
単
位
を
定
め
る
際
、
名
称
の
設
定
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、
そ
の
地
域
の
主
要
勢
力
名=

行
政
単
位
名
と
い
う
関
係
が
多
く
の
地
域
で
確
認
さ
れ
る

の
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
吉
敷
郡
八
田
郷
の
場
合
、
矢
田
部
氏（
17
）

が
郷
名
と
一
致
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
郷
名
氏
族
」
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
郡
の
佐
波
郡
内
で
も
、

牟
礼
氏
・
日
置
氏
・
玉
祖
氏
な
ど
の
類
例
が
少
な
く
な
い
。

郷
名
氏
族
と
は
、
氏
族
名=

居
住
地
の
郷
名
と
い
う
関
係
を
持
つ
集
団
の
こ
と
で
あ
る

（
18
）。

郷
名
設
定
の
段
階
で
、
郷
内
の
開
墾
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
政

治
的
・
社
会
的
に
優
位
を
占
め
た
勢
力
と
考
え
ら
れ
る
。
周
防
国
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
も
、

国
名
と
関
連
す
る
周
防
氏
（
熊
毛
郡
）
や
、
郡
名
と
関
連
す
る
佐
波
氏
（
佐
波
郡
）
な
ど
類

似
の
存
在
は
数
多
い
。

つ
ま
り
「
八
田
郷
」
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
地
域
で
支
配
的
な
勢
力
を
保
持
す
る
の
が
矢

図9：大塚古墳群からの可視領域
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田
部
氏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
名
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
行
政
地
名
は
「
好
字
」
二
字
に
揃

え
る
原
則
か
ら
、
表
記
や
字
数
は
異
な
る
が
）
。
当
然
、
令
制
施
行
当
初
の
こ
の
地
域
に
お

け
る
矢
田
部
氏
の
影
響
力
は
大
き
く
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
支
配
秩
序
を
大
き
く
揺
る
が

す
現
象
は
生
じ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
の
ち
に
変
化
が
訪
れ
る
。
「
大
内
」
地
区
の
開
墾
が
、

そ
れ
で
あ
る
。

「
大
内
」
と
い
う
地
名
は
、
郡
名
と
し
て
讃
岐
国
に
、
郷
名
と
し
て
伊
賀
国
伊
賀
郡
・
丹

後
国
加
佐
郡
・
伊
予
国
和
気
郡
な
ど
に
見
え
る
。
ま
た
播
磨
国
揖
保
郡
の
古
代
地
名
（
『
播

磨
国
風
土
記
』
）
や
、
荘
園
名
（
下
野
国
芳
賀
郡
・
伊
賀
国
伊
賀
郡
）
と
し
て
も
確
認
さ
れ

る
。
こ
の
ほ
か
漢
字
表
記
が
異
な
っ
て
も
同
源
と
み
な
さ
れ
る
地
名
は
全
国
各
地
に
点
在
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
判
明
す
る
限
り
「
オ
ホ
チ
」
・
「
ヲ
ホ
チ
」
と
い
う
三
音
が
付
訓
さ
れ

て
い
る（
19
）。

こ
れ
ら
の
地
名
は
、
実
例
の
分
析
か
ら
「
盆
地
状
の
地
形
」
と
関
連
す
る
と
い
う
理
解
が

一
般
的
で
あ
る
。
語
源
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が（
20
）、

参
考
と
な
る
の
は
「
邑
智

駅
家
。
…
品

〔
応
神
〕太

天
皇
、
巡
行
之
時
、
到
二
於
此
処
一
、
勅
云
。
吾
、
謂
二
狭
地
一
、
此
乃
大
内

之
乎
。
故
、
号
二
大
内
一
」
（
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
条
）
・
「
大
内
川
・
小
内
川
・

金
内
川
。
大
者
称
二
大
内
一
、
小
者
称
二
小
内
一
。
生
レ
鉄
者
、
称
二
金
内
一
」
（
同 

宍
禾
郡

条
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
大
内
」
地
名
は
「
狭
地
」
の
対
義
語
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
な
お
後
者
の
現
地
比
定（
21
）に

よ
れ
ば
、
現
地
は
宍
粟
市
一
宮
町
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
風
土
記
に
見
え
る
三
本
の
川
は
現
在
の
揖
保
川
・
草
木
川
・
公
文
川
な
ど
に
比
定

し
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
比
定
地
は
北
方
か
ら
流
れ
て
き
た
三
本
の
川
の
合
流
地
点

と
い
う
点
で
、
山
口
盆
地
の
大
内
周
辺
と
類
似
す
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
周
防
国
吉
敷
郡

の
大
内
の
場
合
も
、
椹
野
川
に
仁
保
川
・
問
田
川
な
ど
が
流
れ
込
む
地
形
の
な
か
で
、
仁
保

川
・
問
田
側
の
間
に
広
が
る
平
野
部
を
「
大
き
な
川
内
、
川
流
に
沿
っ
て
比
較
的
大
き
な
平

地
」（
22
）と

い
う
意
で
「
大
内
」
と
称
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う（
23
）。

こ
の
「
大
内
」
に
、
隣
郡
の
達
良
郷
か
ら
多
々
良
氏
が
進
出
し
て
き
た
時
期
・
経
緯
を
直

接
に
示
す
史
料
は
現
存
し
な
い（
24
）。

後
世
の
断
片
的
な
史
料
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

中
世
前
期
に
お
け
る
大
内
氏
の
所
領
・
所
職
を
書
き
上
げ
た
ら
し
き
「
大
内
介
知
行
所
領
注

文
」
（
『
防
府
市
史 

史
料
Ⅰ
』
）
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
多
数
の
所
領
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
が
、
本
拠
地
周
辺
の
所
領
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
に
「
矢
田
令
」
・
「
大
内

村
」
が
あ
る
。
と
く
に
前
者
は
、
周
防
国
内
の
一
七
箇
所
の
所
領
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
点
か
ら
も
、
こ
の
注
文
作
成
時
に
お
け
る
重
要
度
が
確
認
で
き
る（
25
）。

漢
字
表
記
や
行

政
単
位
こ
そ
異
な
っ
て
い
る
が
、
「
矢
田
令
」
が
令
制
下
の
「
八
田
郷
」
の
中
心
エ
リ
ア
を

指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
な
お
「
大
内
村
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
旧
来

の
八
田
郷
の
一
部
を
切
り
分
け
た
新
た
な
行
政
区
画
と
推
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国

内
外
各
地
の
所
領
の
な
か
で
、
令
制
下
の
行
政
区
分
で
い
え
ば
吉
敷
郡
八
田
郷
に
所
在
す
る

所
領
が
、
同
氏
の
根
本
所
領
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
後
世
の
大
内
氏
に
と
っ
て
主
要
な
所
領
と
見
な
さ
れ
た
大
内
盆
地
だ
が
、

い
う
ま
で
も
な
く
旧
来
の
盆
地
の
住
人
た
ち
に
と
っ
て
、
入
植
当
初
の
多
々
良
氏
は
新
参
の

よ
そ
者
に
過
ぎ
な
い
。
同
氏
の
進
出
段
階
に
お
い
て
、
開
墾
が
容
易
な
エ
リ
ア
は
住
人
に

よ
っ
て
す
で
に
用
益
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
新
た
な
田
地
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
事
前
に
そ
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
多
々
良
氏

の
一
流
は
、
わ
ざ
わ
ざ
本
拠
地
を
離
れ
て
別
の
郡
へ
移
住
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

進
出
勢
力
が
開
墾
作
業
に
携
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
エ
リ
ア
で
旧
来
の
領
主
・
住
人
ら
が
手

を
つ
け
て
い
な
い
（
あ
る
い
は
経
営
を
放
棄
し
た
）
未
開
地
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
、
条

里
制
施
行
地
域
で
は
用
水
の
供
給
が
潤
沢
な
一
方
、
そ
の
外
延
に
位
置
す
る
地
域
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
か
ら
開
発
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
開
発
さ
れ
て
も
安
定
性
の
低
い
耕
地
が
多
く

を
占
め
る
こ
と
に
な
る（
26
）。

別
名
の
支
配
権
が
、
こ
う
し
た
荒
地
・
荒
田
の
開
墾
権
（
あ

る
い
は
再
開
発
権
）
に
根
源
を
持
つ
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（
27
）。

多
々
良
氏
が
獲

得
し
た
別
名
（
こ
の
場
合
は
大
内
村
）
開
発
の
た
め
の
別
符
と
は
、
こ
の
よ
う
に
旧
来
の
領

主
（
矢
田
部
氏
）
が
開
発
を
放
棄
し
た
地
域（
28
）の

開
墾
権
を
承
認
す
る
内
容
だ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
。
別
符
の
発
給
ま
で
の
過
程
で
は
受
領
の
意
向
が
重
要
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
そ
の

獲
得
に
は
国
衙
在
庁
と
し
て
の
立
場
が
も
の
を
言
っ
た
ろ
う
が
、
実
際
の
開
発
に
際
し
て
は
、

相
当
な
自
助
努
力
が
必
要
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
勿
論
、
旧
来
の
地
域
支
配
者
で
あ
る
矢

田
部
氏
（
国
衙
在
庁
と
し
て
の
同
僚
）
の
好
意
的
対
応
も
重
要
で
あ
り
、
同
氏
の
援
助
な
く

し
て
実
現
不
可
能
な
企
画
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
、
こ
の
時
期
の
大
内
盆
地
に
お
い
て
、
外
来
者
（
こ
の
場
合
の
多
々
良
氏
）
が

用
益
を
許
容
さ
れ
る
地
域
、
つ
ま
り
矢
田
部
氏
の
影
響
力
（
興
味
）
が
最
も
弱
い
地
域
は
ど

こ
な
の
か
考
え
る
際
、
注
目
さ
れ
る
の
が
条
里
制
の
未
施
行
地
域
で
あ
る
。
平
安
中
期
頃
ま

で
の
段
階
で
、
大
内
盆
地
の
う
ち
で
仁
保
川
北
岸
（
現
在
の
氷
上
地
区
な
ど
）
が
開
発
の
対

象
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
条
里
制
施
行
に
際
し
て
、
水
源
よ
り
も

標
高
の
低
い
地
域
に
自
然
傾
斜
を
利
用
し
て
用
水
を
分
配
す
る
方
式
が
採
ら
れ
た（
29
）か

ら

で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
仁
保
川
と
宮
野
丘
陵
と
の
間
に
二
段
に
わ
た
っ
て
沖
積
段
丘
が
形
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図10Ａ：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性図10Ｂ：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性

図10Ｃ：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性図10Ｄ：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性
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図10Ｅ：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性図10Ｆ：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性
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図10G_1：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性

図10G_2：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性
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図10H_1：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性
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図10H_a04：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性

図10H_a05：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性

図10H_a01：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性

図10H_a02：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性

図10H_a03：仁保川の流路変更と配水範囲・条里との関係性
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成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
上
位
段
丘
で
は
海
抜
五
〇
〜
四
〇
ｍ
に
達
し
、
下
位
段
丘
で

も
海
抜
三
五
〜
三
〇
ｍ
の
高
さ
が
あ
る（
30
）。

こ
う
し
た
標
高
か
ら
も
、
旧
来
の
給
水
技
術

に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
段
丘
よ
り
も
か
な
り
低
い
位
置
に
流
れ
る
仁
保
川
か
ら
（
該
当
範

囲
で
は
、
図
10
Ｇ
で
示
し
た
よ
う
に
、
海
抜
三
六
〜
二
一
ｍ
）
、
こ
の
地
域
へ
の
給
水
は
困

難
な
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
る
と
、
同
時
期
に
行
わ
れ
た
仁
保
川
の
流
路
変
更
工
事
が
注
目

さ
れ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る

治
水
工
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
移
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
仁
保
川
の
流
路
は
段
丘
側
に

近
い
側
へ
と
大
幅
に
変
更
・
固
定
化
さ
れ
、
宮
野
丘
陵
の
金
成
山
の
麓
に
お
い
て
ほ
ぼ
90
度

に
近
い
角
度
で
折
れ
曲
が
る
と
い
う
人
工
的
な
形
状
を
呈
す
る
に
至
っ
て
い
る（
31
）（

図
10

（
32
））

。
な
お
、
大
内
盆
地
は
、
全
体
に
南
側
ほ
ど
標
高
が
低
い
構
造
を
呈
し
て
い
る
の
で
（
後
掲

の
断
面
図
グ
ラ
フ
も
参
照
）
、
盆
地
北
方
を
流
れ
る
仁
保
川
は
基
本
的
に
南
方
へ
し
か
配
水

が
で
き
な
い
（
図
10
Ｇ
・
Ｈ
を
参
照
）
。
つ
ま
り
仁
保
川
の
流
路
を
北
方
へ
移
動
す
る
ほ
ど
、

配
水
可
能
な
範
囲
は
拡
大
し
て
い
く
。
発
掘
成
果
や
そ
の
他
各
種
の
痕
跡
分
析
か
ら
う
か
が

え
る
よ
う
に
、
古
代
に
お
け
る
仁
保
川
の
自
然
流
路
は
、
洪
水
の
た
び
に
盆
地
中
央
部
に
近

い
箇
所
で
変
動
し
続
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
く
限
り
、
流
路
よ
り
も
北
側
の
段
丘

沿
い
の
地
域
が
不
毛
の
土
地
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
図
10
で
示
し
た
旧
流
路
毎
の
配
水
可

能
地
域
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
図
10
Ａ
は
、
現
流
路
よ
り
も
北
方
に
位
置
す
る
旧
流
路
が
生
き
て
い
た
段
階
に

お
け
る
配
水
可
能
な
方
向
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
も
の
だ
が
、
ど
の
地
点
か
ら
も
流
量
の
北

方
へ
は
配
水
さ
れ
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
10
Ａ
で
取
り
上
げ
た
旧
流
路
は
、
流
路

調
整
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
旧
流
路
の
ほ
と
ん
ど
が
現
流
路
よ
り
も
海
抜
が
低
い
と
こ
ろ
を

流
れ
る
の
に
対
し
、
現
流
路
よ
り
も
高
い
箇
所
を
流
れ
る
と
い
う
不
自
然
さ
か
ら
し
て
、
人

工
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
高
い
と
こ
ろ
に
流
路
を
設
定
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
水
田
化
可
能
な
面
積
が
広
が
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
あ
る
い
は
最
初
期
の
流

路
調
整
の
成
果
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
（
そ
の
場
合
、
結
局
、
不
自
然
な
流
路
が
維
持
で
き

ず
、
現
流
路
の
位
置
に
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。

ま
た
10
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
に
よ
れ
ば
、
盆
地
中
央
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
の
場
合
、
千
坊
よ
り
も

北
方
へ
の
配
水
は
ま
っ
た
く
不
可
能
な
状
況
が
確
認
で
き
る
。
試
み
に
、
10
Ｅ
の
よ
う
に
よ

り
北
方
か
ら
取
水
し
て
、
河
川
本
流
と
は
別
に
造
成
し
た
用
水
路
を
経
て
配
水
し
よ
う
と
試

み
た
場
合
で
も
、
千
坊
よ
り
北
方
の
地
域
へ
は
配
水
が
難
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
と
く

に
図
10
Ｆ
の
よ
う
に
、
か
な
り
手
前
で
南
下
し
て
問
田
川
と
合
流
し
て
い
た
時
期
の
場
合
、

盆
地
の
北
部
全
体
は
水
田
と
し
て
の
利
用
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。

北
方
か
ら
南
下
し
て
き
た
仁
保
川
の
流
路
の
角
度
を
見
る
限
り
、
10
Ｄ
ま
た
は
Ｆ
の
位
置

を
流
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
以
上
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
流
れ

る
場
合
、
盆
地
北
部
の
３
割
近
く
の
地
域
で
水
田
耕
作
を
実
施
す
る
の
が
難
し
い
状
態
と
な

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
必
要
か
ら
古
代
末
期
に
行
わ
れ
た
大
規

模
な
流
路
変
更
工
事
に
よ
っ
て
、
仁
保
川
か
ら
配
水
可
能
な
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
し
、
新
規

に
配
水
可
能
と
な
っ
た
エ
リ
ア
が
開
墾
地
と
し
て
用
益
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
大
内
盆
地
内
の
標
高
差
を
見
る
限
り
、
南
方
の
問
田
川
は
盆
地
中
心
部
よ
り
も
海
抜

が
低
く
、
盆
地
全
体
へ
の
給
水
元
と
し
て
は
機
能
し
得
な
い
（
図
10
Ｈ
を
参
照
）
。
そ
の
た

め
、
仁
保
川
の
流
路
調
整
に
よ
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
仁
保
川
の
新
流
路
の
選
定

に
際
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
に
配
水
で
き
る
よ
う
に
、
少
し
で
も
標
高
の
高
い
箇

所
を
探
し
た
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
盆
地
の
断
面
図
を
見
る
限
り
、
現
流
路
は
ほ
ぼ
そ

う
し
た
条
件
を
満
た
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
図
10
Ｈ
）
。
現
状
の
仁
保
川
の
流
路
が
、
ど

こ
ま
で
当
時
の
形
状
を
止
め
て
い
る
の
か
確
認
し
が
た
い
と
は
い
え
、
南
方
の
問
田
川
と
比

較
し
て
、
と
く
に
大
内
盆
地
内
に
お
け
る
流
路
の
不
自
然
さ
は
特
徴
的
で
あ
る
。
仁
保
方
面

か
ら
南
下
し
て
き
て
大
内
盆
地
に
入
る
あ
た
り
で
の
直
角
に
近
い
不
自
然
な
折
れ
曲
が
り
や
、

盆
地
に
入
っ
た
後
の
直
角
に
近
い
流
路
を
見
る
限
り
、
人
工
的
な
工
事
の
結
果
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
選
定
さ
れ
た
新
流
路
に
よ
っ
て
、
仁
保
川
か
ら
の
配
水

可
能
域
は
格
段
に
広
が
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。

興
隆
寺
跡
や
そ
の
周
囲
の
発
掘
成
果
に
よ
れ
ば（
33
）、

古
代
・
中
世
の
仁
保
川
北
岸
（
古

墳
時
代
以
降
に
平
野
部
へ
の
進
出
で
放
棄
さ
れ
た
地
域
）
に
は
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
て
お
り
、
原
初
的
な
形
態
で
の
稲
作
の
実
施
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（
お
そ
ら
く
弥
生
期
に
は
、
こ
れ
ら
の
湿
地
で
粗
放
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
）
。
し
か
し
雨
水
や
丘
陵
か
ら
の
自
然
流
水
に
頼
っ
た
弥
生
時
代
と
同
レ
ベ
ル
の
水
稲
耕

作
に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
以
降
の
標
準
的
な
収
量
を
実
現
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
か
つ
て

古
墳
時
代
の
段
階
で
、
盆
地
北
方
の
段
丘
沿
い
エ
リ
ア
の
用
益
が
放
棄
さ
れ
た
の
は
、
そ
う

し
た
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

段
丘
沿
い
の
エ
リ
ア
に
十
分
な
配
水
を
行
う
た
め
に
流
路
を
変
更
し
た
仁
保
川
は
、
こ
の

あ
た
り
で
は
細
く
て
も
20
ｍ
を
下
ら
な
い
幅
を
呈
し
て
お
り
（
現
状
）
、
そ
の
流
路
を
東
西
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図11Ａ：興隆寺からの眺望(13m) 図11Ｂ：興隆寺からの眺望(10m)

3
㎞
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
付
け
替
え
る
と
い
う
の
は
、
相
当
な
大
工
事
で
あ
る
。
こ
の
流
路
変

更
や
、
そ
れ
に
続
く
水
田
開
墾
を
中
心
的
に
進
め
た
の
が
、
隣
郡
か
ら
進
出
し
て
き
た
多
々

良
氏
だ
っ
た
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、
同
氏
が
周
防
国
衙
在
庁

の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う（
34
）。

難
工
事
の
終
了
後
、
当
地
の
最
深

部
に
、
の
ち
の
大
内
氏
が
氏
寺
（
興
隆
寺
）
を
建
立
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
当
初

の
「
大
内
村
」
と
は
、
こ
の
治
水
工
事
に
よ
っ
て
新
た
に
用
益
可
能
と
な
っ
た
仁
保
川
沿
岸

の
段
丘
沿
い
の
細
長
い
エ
リ
ア
を
指
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

な
お
興
隆
寺
の
立
地
は
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
新
開
地
「
大
内
」
の
最
深
部
で
は
あ
る

が
、
そ
の
可
視
領
域
を
中
心
的
な
堂
が
存
在
し
た
エ
リ
ア
を
基
点
に
確
認
し
て
お
く
と
、
図

12
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
や
や
狭
め
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
矢
田
中
心
部
を
主
要
な

ア
ピ
ー
ル
対
象
と
し
て
い
る
可
能
性
が
想
定
で
き
る
（
※
図
11
Ａ
・
Ｂ
「
興
隆
寺
か
ら
の
可

視
領
域
」
）
。
な
お
現
存
す
る
興
隆
寺
の
旧
本
堂
（
龍
福
寺
に
移
建
）
は
13
ｍ
程
度
の
高
さ

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
創
建
当
初
の
本
堂
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
小
振
り

に
10
ｍ
の
高
さ
の
建
築
物
を
想
定
し
た
計
測
を
行
っ
た
が
、
規
模
が
違
っ
て
も
ア
ピ
ー
ル
の

範
囲
・
方
向
に
大
き
な
違
い
は
生
じ
な
い
（
参
考
ま
で
に
高
さ
13
ｍ
で
計
測
し
た
デ
ー
タ
も

掲
示
し
て
お
く
）
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
単
に
新
開
地
の
中
心
的
な
施
設
と
い
う
機
能
に
止

ま
ら
ず
、
こ
の
寺
の
建
立
が
、
大
化
前
代
以
来
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
矢
田
部
氏
に
従
っ
て

き
た
旧
来
の
住
民
た
ち
へ
の
示
威
を
目
的
と
し
て
い
る
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。

第
三
節 

多
々
良
氏
と
八
田
郷
と
の
関
わ
り

関
連
史
料
が
皆
無
な
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
平
安
中
期
頃
ま
で
の
多
々
良
氏
の
勢
力

範
囲
は
、
ほ
ぼ
本
貫
地
（
佐
波
郡
達
良
郷
）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
お
そ
ら

く
活
動
範
囲
を
本
貫
地
に
限
定
す
る
状
況
が
長
く
続
い
て
い
た
た
め
に
、
関
連
史
料
が
残
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
一
二
世
紀
以
降
、
中
央
政
界
に
お
け
る
勢
力
扶
植（
35
）な

ど
と
連
動
し
て
、
周

防
国
内
で
も
地
盤
強
化
・
勢
力
拡
大
を
進
め
る
傾
向
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
本

貫
地
の
あ
る
佐
波
郡
は
国
府
所
在
郡
で
、
国
府
北
辺
の
玉
祖
神
社
（
一
宮
）
を
拠
点
と
す
る

玉
祖
氏
を
始
め
、
有
力
勢
力
が
幅
を
き
か
せ
て
お
り
、
新
規
進
出
の
余
地
は
大
き
く
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
隣
接
郡
（
吉
敷
郡
）
へ
の
進
出
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
制
約
に
押
さ
れ

る
形
で
実
施
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
吉
敷
郡
八
田
郷
と
多
々
良
氏
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
と
く
に
同
時
期
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
進
出
の
背
景
も
時
期
も



― 63 ―

山口県立大学学術情報　第 16 号 〔大学院論集　通巻第 24 号〕 2023年 3 月

正
確
な
と
こ
ろ
は
定
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
後
世
の
系
図
類（
36
）に

み
え
る
情
報
を
整
理
す

る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
は
じ
め
た
い
。

系
図
に
は
、
多
々
良
氏
の
一
流
が
本
拠
地
（
佐
波
郡
）
か
ら
出
て
、
「
大
内
」
（
吉
敷

郡
）
と
の
関
係
を
強
め
る
過
程
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
大
内
へ
の
進
出
時
期
を
み
て
お
く
と
、
一
二
世
紀
末
に
活
躍
し
た
満
盛
の
一
〇
代
前
の

「
正
恒
」
の
項
に
「
始
立
二
館
舎
一
、
号
二
大
内
一
」
（
①
）
・
「
立
二
館
舎
一
、
号
二
大
内
一
」

（
②
）
と
あ
る
。
た
だ
し
正
恒
は
満
盛
か
ら
一
〇
代
前
の
人
物
な
の
で
、
一
代
二
〇
年
と
し

て
一
〇
世
紀
代
、
三
〇
年
と
し
て
九
世
紀
代
の
出
来
事
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
史
実
と

は
見
な
せ
な
い
。

つ
ぎ
に
「
大
内
介
」
を
名
乗
り
は
じ
め
る
時
期
に
つ
い
て
だ
が
、
系
譜
類
に
よ
れ
ば
、

「
満
盛
〈
寿
永
年
中
、
始
号
二
大
内
介
一
〉
」
（
①
）
、
「
盛
房
〈
寿
永
年
中
、
初
号
二
大
内

介
一
〉
」
（
②
）
、
「
満
盛
〈
寿
永
年
中
に
は
じ
め
て
大
内
介
と
号
す
〉
」
（
③
）
と
、
注

記
の
付
さ
れ
た
箇
所
こ
そ
違
え
ど
も
、
い
ず
れ
も
「
寿
永
年
中
」
（
一
一
八
二
〜
八
五
）
に

名
乗
り
始
め
た
と
い
う
点
で
一
致
す
る
。
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
確
実
な
同
時
代
史
料

か
ら
は
、
こ
の
時
期
の
彼
ら
が
「
大
内
介
」
の
呼
称
で
周
囲
に
認
知
さ
れ
て
い
た
と
は
確
認

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
二
世
紀
末
に
多
々
良
氏
と
「
大
内
」
の
地
の
結
び
つ
き
が
強

ま
っ
た
と
い
う
認
識
が
、
一
族
の
な
か
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
情
報
と
理
解
す
る

に
止
め
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
大
内
盆
地
の
北
方
に
広
が
る
仁
保
へ
、
鎌
倉
初
期

に
平
子
（
三
浦
）
氏
が
地
頭
と
し
て
入
部
し
て
い
る
現
象
で
あ
る（
37
）。

治
承
・
寿
永
の
内

乱
期
に
際
し
て
、
周
防
国
に
も
平
家
方
に
加
わ
っ
た
勢
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
一

ノ
谷
合
戦
へ
の
参
陣
者
と
し
て
「
周
防
国
に
は
、
石
国
源
太
維
道
・
野
介
太
郎
有
朝
・
周
防

介
高
綱
」
（
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
六
。
長
門
本
『
平
家
物
語
』
巻
一
六
も
ほ
ぼ
同
文
）
な

ど
の
名
が
見
え
る
と
お
り
で
あ
る（
38
）。

こ
こ
に
挙
が
る
三
者
の
う
ち
、
岩
国
（
源
）
氏
は
、

乱
後
に
本
領
を
失
い
辺
境
へ
追
い
や
ら
れ
て
い
く
。
野
介
氏
は
、
鎌
倉
期
以
降
も
野
介
荘

（
筑
前
国
）
を
拠
点
と
す
る
支
族
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
六
一
三
〇

ほ
か
）
、
周
防
国
内
で
の
活
動
は
確
認
で
き
な
く
な
る
。
周
防
氏
は
、
伝
統
的
名
族
の
周
防

国
造
（
熊
毛
郡
・
玖
珂
郡
が
本
拠
）
の
子
孫
だ
が
、
こ
の
時
期
以
降
、
一
切
姿
を
見
せ
な
く

な
る（
39
）。

こ
の
種
の
平
家
方
に
与
力
し
た
勢
力
の
所
領
・
権
益
の
多
く
が
、
新
た
な
主
体
へ
と
移
管

さ
れ
る
過
程
で
、
山
口
盆
地
で
も
複
数
の
箇
所
で
支
配
者
の
変
更
が
生
じ
、
多
々
良
氏
の
当

地
に
お
け
る
勢
力
が
拡
大
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
な
く
は
な
い
。
と
く
に
、
仁
保
川
上
流

域
を
拠
点
と
し
た
勢
力
が
源
平
合
戦
の
結
果
と
し
て
失
脚
し
、
関
東
か
ら
新
た
な
勢
力
が
入

部
し
て
き
た
と
い
う
変
化
が
生
じ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
大
塚

古
墳
群
や
下
長
野
遺
跡
に
象
徴
さ
れ
る
勢
力
（
あ
る
い
は
、
そ
の
後
継
勢
力
）
が（
40
）、

平

家
方
に
与
し
て
力
を
失
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
大
内
盆
地
と
一
定
の
関
わ
り
を

持
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
多
々
良
氏
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
変
化
は
何
ら
か
の
プ
ラ
ス

に
働
い
た
で
あ
ろ
う
。

さ
い
ご
に
、
大
内
家
の
当
主
が
「
矢
田
」
を
名
乗
る
時
期
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

各
種
系
譜
で
は
、
満
盛
の
三
代
後
の
「
弘
家
」
（
？
〜
一
三
〇
〇（
41
））

の
項
に
、
異
名
と

し
て
「
矢
田
太
郎/

号
二
大
宮
一
」
（
①
）
、
「
矢
田
太
郎
、
大
宮
殿
」
（
②
）
、
「
太
郎
、

矢
田
を
称
し
、
の
ち
大
宮
と
号
す
」
（
③
）
な
ど
と
見
え
る
。
矢
田
（
八
田
）
は
、
先
述
し

た
よ
う
に
伝
統
的
な
こ
の
地
域
の
名
称
で
、
大
内
家
の
当
主
が
こ
の
名
称
を
異
名
と
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
段
階
ま
で
に
大
内
村
の
み
な
ら
ず
矢
田
令
ま
で
を
支
配
領
域
に
含
め
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い（
42
）。

古
代
の
八
田
郷
は
矢
田
部
氏
の
本
拠
で
あ
り
、

同
氏
は
一
三
世
紀
前
半
に
姿
を
消
す
ま
で
周
防
国
に
お
け
る
有
力
な
国
衙
在
庁
と
し
て
活
動

し
て
い
た（
43
）。

進
出
当
初
の
多
々
良
氏
が
「
八
田
（
矢
田
）
」
で
は
な
く
「
大
内
」
を
名

字
と
し
、
ま
た
後
に
地
名+

介
の
呼
称
と
し
て
「
大
内
介
」
を
採
っ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
旧

来
の
領
主
で
あ
る
矢
田
部
氏
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
配
慮
が
不
要

と
な
っ
た
段
階
に
移
行
し
た
こ
と
を
、
前
述
の
現
象
は
物
語
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。つ

ぎ
に
、
系
譜
類
よ
り
も
年
代
が
明
確
な
諸
史
料
に
よ
っ
て
、
多
々
良
氏
と
「
大
内
」
の

関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
先
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
系
図
類
で
は
一
二
世
紀
末
の
寿

永
年
間
か
ら
「
大
内
介
」
を
名
乗
り
始
め
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に

後
世
の
系
図
で
は
、
多
々
良
氏
の
本
流
の
当
主
へ
一
律
に
「
大
内
介
」
と
い
う
称
号
を
付
し

た
形
跡
が
あ
り
、
後
世
の
史
料
に
お
い
て
こ
の
呼
称
を
付
さ
れ
た
人
物
（
と
く
に
初
期
の
人

物
）
が
、
実
際
に
大
内
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
訳
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
よ

い
。絶

対
年
代
の
判
明
す
る
最
初
期
の
史
料
と
し
て
は
、
「
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月 

梶
原
景
時
奉
書
」
（
『
予
章
記
』
）
の
な
か
に
、
「
周
防
大
内
介
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

こ
れ
を
史
実
と
み
て
、
大
内
介
の
呼
称
は
寿
永
年
間
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
す
る
見
解

も
あ
る
が（
44
）、

次
掲
の
『
吾
妻
鏡
』
の
事
例
と
同
様
、
史
料
の
編
纂
時
（
室
町
後
期
）
に
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お
け
る
認
識
（
大
内
介=

多
々
良
氏
の
当
主
）
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

つ
ぎ
に
、
『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
正
月
十
九
日
条
に
見
え
る
「
大
内
介
」

と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
に
次
い
で
古
い
事
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
史
料
は
「
重
源
上
人

使
者
参
訴
云
…
（
中
略
）
…
者
。
有
二
沙
汰
一
。
被
レ
仰
二
使
者
一
云
…
（
中
略
）
…
云
々
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
口
頭
で
の
や
り
と
り
を
復
元
す
る
形
で
記
事
に
し
て
お
り
、
「
重
源
上
人

使
者
」
の
発
言
中
に
「
大
内
介
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
の
を
、
当
時
そ
の
ま
ま
の
や

り
と
り
と
す
る
の
は
、
躊
躇
さ
れ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
文
字
で
書
か
れ
た
原
史
料
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
せ
ず
、
編
纂
時
点
で
の
名
称
に
改
編
し
て
掲
載

す
る
事
例
は
少
な
く
な
い（
45
）こ

と
も
念
頭
に
置
け
ば
、
確
実
な
初
見
と
は
い
え
な
い
。

こ
う
し
た
不
確
実
な
史
料
を
除
く
と
、
依
拠
す
る
に
足
る
史
料
は
一
三
世
紀
中
頃
ま
で

下
る
。
事
実
上
の
初
見
史
料
は
、
「
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
十
月
七
日 

六
波
羅
御
教
書

案
」
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
三
六
八
）
で
宛
所
に
「
大
内
介
」
と
記
さ
れ
る
事
例
で
あ
ろ
う

（
「
同
年
十
二
月
十
三
日
付 

六
波
羅
御
教
書
案
」
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
三
九
〇
）
も
同

様
）
。
つ
づ
く
「
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
十
月
十
八
日 

少
弐
景
頼
書
状
」
（
『
鎌
倉
遺

文
』
八
四
一
七
）
に
も
、
宛
所
に
「
周
防
大
内
介
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
46
）。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
多
々
良
氏
の
一
流
が
吉
敷
郡
の
大
内
に
進
出
し
田
地
の
開
墾

を
始
め
る
（
第
二
節
）
の
は
平
安
後
期
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
が
、
地
名
を
肩
書
き
と
し

て
名
乗
る
ほ
ど
に
経
営
が
本
格
化
す
る
の
は
一
三
世
紀
前
半
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

も
し
平
安
後
期
以
前
か
ら
同
地
に
進
出
し
て
い
た
と
し
て
も
、
多
々
良
氏
に
よ
る
地
域
経
営

が
安
定
す
る
の
は
、
旧
来
の
支
配
者
で
あ
る
矢
田
部
氏
が
力
を
失
っ
た
時
期
以
降
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。

第
四
節 

矢
田
部
氏
の
失
脚
と
そ
の
後

さ
い
ご
に
、
大
内
盆
地
に
お
け
る
矢
田
部
氏
の
勢
力
消
滅
と
、
多
々
良
氏
に
よ
る
支
配
権

の
独
占
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
多
々
良
氏
と

同
じ
周
防
国
衙
在
庁
の
矢
田
部
氏
が
大
化
前
代
か
ら
本
拠
と
し
て
い
た
矢
田
令
（
古
代
の
八

田
郷
）
は
、
多
々
良
氏
の
一
流
が
一
三
世
紀
前
半
の
う
ち
に
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。

結
果
と
し
て
、
狭
い
盆
地
内
で
両
雄
並
び
立
た
ず
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
訳
だ
が
、
こ
れ

が
多
々
良
氏
側
の
積
極
的
な
攻
勢
に
よ
る
矢
田
部
氏
追
い
落
と
し
の
結
果
と
は
考
え
に
く

い
。
そ
も
そ
も
多
々
良
氏
は
後
か
ら
の
転
入
者
で
あ
り
、
近
隣
エ
リ
ア
を
支
配
す
る
矢
田
部

氏
の
好
意
な
く
し
て
、
同
地
へ
の
進
出
や
開
墾
地
の
経
営
は
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
時
期
の
国
衙
在
庁
間
の
結
合
に
つ
い
て
は
、
一
宮
を
介
し
た
間
接
的
な
紐
帯
が
指

摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
具
体
的
な
実
態
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
一
般
論
と
し

て
、
在
庁
相
互
の
婚
姻
関
係
な
ど
に
よ
る
直
接
的
な
紐
帯
形
成
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
、

多
々
良
氏
の
隣
郡
進
出
に
際
し
て
は
、
そ
の
種
の
関
係
性
が
背
景
に
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
前
提
と
し
て
、
多
々
良
氏
は
盆
地
内
に
一
定
の
支
配
エ
リ
ア
を
確
保

し
、
そ
こ
が
「
大
内
村
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
盆
地
内
に
お
け

る
矢
田
部
氏
の
勢
力
範
囲
（
古
代
の
八
田
郷
の
中
心
地
域=

中
世
の
矢
田
令
）
と
比
べ
れ
ば
、

生
産
力
な
ど
の
点
で
劣
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
矢
田
部
氏
の

健
在
な
う
ち
は
、
多
々
良
氏
は
地
域
に
お
け
る
支
配
的
な
影
響
力
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

こ
の
の
ち
、
多
々
良
氏
は
矢
田
令
の
全
体
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
法
的

根
拠
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
際
に
参
考
に
な
る
の
が
「
永
正

十
三
年
（
一
五
一
六
）
七
月
二
十
五
日 

年
預
五
師
書
状
」
（
『
防
府
市
史 

史
料
Ⅰ
』
・
東

大
寺
文
書 

二
四
（
雑
庄
）
―
六
八
三
）
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
は
多
々

良
氏
か
ら
返
還
さ
れ
な
い
国
衙
領
に
関
す
る
苦
情
申
し
立
て
の
な
か
で
、
矢
田
令
を
具
体
例

と
し
て
挙
げ
て
い
る（
47
）。

つ
ま
り
同
地
は
多
々
良
氏
の
私
領
で
は
な
く
、
国
衙
（=

東
大

寺
）
か
ら
与
え
ら
れ
た
所
職（
48
）を

根
拠
と
し
て
領
有
す
る
地
域
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
多
々
良
氏
に
よ
る
矢
田
令
の
領
有
経
緯
は
、
隣
の
大
内
村
を
拠
点
と
し
て
次
第
に
浸
食

し
て
い
っ
た
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
も
の
で
は
な
く
、
大
内
村=

開
墾
領
主
と
し
て
の
経
営
、

矢
田
令=

国
衙
所
職
に
よ
っ
て
管
理
、
と
い
う
明
確
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

お
そ
ら
く
、
「
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
十
一
月 

周
防
国
在
庁
官
人
置
文
」
な
ど
を
最

後
と
し
て
、
矢
田
部
氏
が
国
衙
の
関
連
文
書
に
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
（=

在
庁
官
人
と
し

て
失
脚
し
た
）
の
ち
、
多
々
良
氏
は
そ
の
所
職
を
吸
収
す
る
形
で
当
地
で
の
経
営
を
本
格
化

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
令
制
下
の
「
郷
」
を
母
体
と
す
る
矢
田
令
に
対
し
、
「
大
内
村
」
は

新
興
の
開
発
地
と
い
う
性
格
が
強
く
、
矢
田
令
の
書
生
職
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
々

良
氏
の
山
口
盆
地
に
お
け
る
経
営
基
盤
は
、
よ
う
や
く
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の

「
大
内
介
知
行
所
領
注
文
」
（
『
防
府
市
史 

史
料
㈵
』
）
で
、
自
ら
の
名
字
の
地
で
あ
る

「
大
内
村
」
よ
り
も
、
「
矢
田
令
」
を
重
視
し
た
配
列
を
し
て
い
る
の
も
、
両
者
の
生
産
力

の
圧
倒
的
な
差
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
段
階
に
至
り
、
大
内
家
の
当
主
が
異
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名
と
し
て
「
矢
田
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
矢
田
を
名
乗
る
弘
家
の
代
に
、
は
じ
め
て
同

地
が
多
々
良
氏
の
勢
力
下
に
収
ま
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
の
代
ま
で
に

矢
田
令
全
体
が
多
々
良
氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
（=

矢
田
部
氏
の
勢
力
が
消
滅
し
た
）
こ
と

は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

矢
田
氏
失
脚
の
背
景
は
、
時
期
的
に
見
て
三
代
将
軍
源
実
朝
の
暗
殺
（
一
二
一
九
年
）
か

ら
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
に
至
る
中
央
政
界
の
政
治
過
程
と
関
連
す
る
可
能
性
が
高
い
。

た
と
え
ば
承
久
の
乱
に
お
い
て
、
矢
田
部
氏
が
京
方
に
つ
き
、
多
々
良
氏
が
中
立
（
あ
る
い

は
幕
府
側
に
付
い
た
）
と
い
う
経
緯
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う（
49
）。

な
お
大
内
盆
地
内
の
表

採
遺
物
の
数
量
か
ら
、
古
墳
時
代
〜
奈
良
・
平
安
時
代
に
か
け
て
矢
田
地
区
に
お
け
る
人

口
増
加
が
想
定
さ
れ
る
一
方
、
中
世
以
降
、
低
迷
に
転
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
50
）。

こ
う
し
た
現
象
の
一
因
と
し
て
、
中
世
前
期
に
お
け
る
矢
田
部
氏
の
失
脚
も
想
定
で
き
る
可

能
性
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
大
内
盆
地
に
お
け
る
大
化
前
代
か
ら
の
主
要
勢
力
は
消
滅
し
、
平
安
後

期
以
降
に
進
出
し
て
き
た
新
興
勢
力
が
全
権
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
の
ち
多
々

良
氏
は
大
内
の
地
か
ら
離
れ
、
よ
り
広
い
山
口
盆
地
の
北
西
部
に
本
拠
地
を
移
す
こ
と
に
な

る
の
で（
51
）、

彼
ら
が
大
内
盆
地
を
拠
点
と
し
て
い
た
期
間
は
そ
う
長
く
な
い
。
た
だ
し
移

転
以
降
も
、
大
内
に
は
菩
提
寺
で
あ
る
興
隆
寺
が
残
る
な
ど
、
同
氏
に
と
っ
て
重
要
な
場
所

で
あ
り
続
け
た
こ
と
は
、
当
地
の
開
墾
に
ま
つ
わ
る
困
難
の
記
憶
が
代
々
伝
承
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
大
内
盆
地
に
お
け
る
人
々
の
原
初
的
な
営
み
か
ら
始
ま
り
、
階
級
社
会
発
生
後
の

盆
地
内
の
支
配
的
な
勢
力
が
矢
田
部
氏
を
称
す
る
段
階
を
経
て
、
律
令
制
下
の
吉
敷
郡
八
田

郷
で
彼
ら
が
支
配
的
な
役
割
を
果
た
し
た
段
階
や
、
平
安
後
期
頃
に
同
国
の
佐
波
郡
か
ら

多
々
良
氏
の
一
流
が
進
出
し
、
「
大
内
」
を
名
字
と
す
る
段
階
を
経
て
、
最
終
的
に
矢
田
部

氏
が
失
脚
し
多
々
良
氏
一
強
と
な
る
段
階
に
至
る
ま
で
、
順
を
追
っ
て
確
認
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
従
来
、
ほ
ど
ん
ど
具
体
的
な
検
討
も
な
い
ま
ま
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
る
に
止

ま
っ
て
い
た
大
内
盆
地
と
多
々
良
氏
の
関
わ
り
は
、
大
化
前
代
か
ら
周
防
国
に
居
住
し
て
き

た
同
氏
の
歴
史
の
な
か
で
、
比
較
的
新
し
い
時
期
に
お
け
る
短
い
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
可

能
性
が
確
認
で
き
た
。
一
方
、
入
植
当
時
の
彼
ら
が
、
こ
の
盆
地
に
お
い
て
果
た
し
た
重
要

な
役
割
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
事
象
が
見
え
て
き
た
。
大
内
氏
の
菩
提
寺
（
興
隆
寺
）

を
め
ぐ
る
研
究
成
果（
52
）な

ど
を
除
き
、
従
来
は
空
白
に
近
か
っ
た
草
創
期
に
お
け
る
大
内

氏
の
活
動
実
態
は
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
研
究
の
先
鞭
が
付
け
ら
れ
た
と
言
っ

て
よ
い
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
山
口
市
周
辺
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的

な
事
象
を
取
り
上
げ
る
際
、
十
分
な
分
析
を
経
る
こ
と
も
な
く
中
世
後
期
の
大
内
氏
と
の
繋

が
り
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
同
氏
と
直
接
関
係
し
な
い
諸
事
象
に
つ
い
て
は
検
討
が
な

お
ざ
り
に
さ
れ
る
傾
向
も
目
立
つ
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
す
る
批
判
的
な
思
い
が
、
本
稿
執

筆
の
背
景
に
は
あ
る
。
書
き
終
わ
っ
て
み
て
、
山
口
盆
地
に
お
け
る
歴
史
的
な
展
開
過
程
を

検
討
す
る
際
、
一
旦
、
大
内
氏
か
ら
離
れ
て
考
え
る
こ
と
で
、
当
の
大
内
氏
に
関
し
て
も
新

し
い
側
面
が
視
野
に
入
る
と
い
う
印
象
を
強
く
し
た
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

〔
注
〕

1
）
吉
敷
郡
内
の
郷
配
置
や
、
そ
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
滋
「
『
和
名
類
聚

抄
』
所
載
の
郷
名
を
め
ぐ
る
検
討
―
周
防
国
吉
敷
郡
の
事
例
に
つ
い
て
―
」
（
『
山

口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
二
六
、
二
〇
二
〇
年
）
・
同
「
古
代
地
名
「
カ

ン
ザ
キ
」
考
―
周
防
国
吉
敷
郡
の
事
例
を
考
え
る
基
礎
作
業
―
」
（
『
日
本
歴
史
』

八
八
三
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
佐
波
郡
内
の
郷
配
置
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
滋

「
古
代
の
多
々
良
氏
か
ら
中
世
の
大
内
氏
へ
―
国
衙
在
庁
の
中
央
出
仕
と
そ
の
後
―
」

（
『
山
口
県
立
大
学 

国
際
文
化
学
部
紀
要
』
二
九
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。

2
）
草
創
期
の
大
内
氏
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
平
瀬
直
樹
『
大
内
氏
の
領
国
支
配

と
宗
教
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
の
諸
論
考
が
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
だ
が
、
多
く

の
点
で
従
え
な
い
。
草
創
期
の
大
内
氏
に
関
す
る
私
見
に
つ
い
て
は
、
渡
辺 

注
1
論
文

（
渡
辺 

二
〇
二
三
）
を
参
照
。

3
）
G
I
S
を
利
用
し
た
分
析
に
際
し
て
は
、
倉
田
研
治
「
G
I
S
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
よ

る
歴
史
的
景
観
の
復
元
―
周
防
国
府
を
事
例
と
し
て
―
」
（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化

学
部
紀
要
』
二
八
、
二
〇
二
二
年
）
の
中
で
用
い
た
手
法
を
大
内
盆
地
に
合
わ
せ
て
利
用

し
て
い
る
。
先
行
事
例
と
し
て
、
平
井
松
午
編
『
近
世
城
下
絵
図
の
景
観
分
析
・
G
I
S

分
析
』
（
古
今
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
や
矢
野
桂
司
『
京
都
の
歴
史
G
I
S
』
（
ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
の
よ
う
に
、
都
市
部
や
城
下
町
を
研
究
対
象
と
し
た
取

り
組
み
は
見
受
け
ら
れ
る
。
地
方
社
会
を
対
象
と
し
て
、
歴
史
的
な
景
観
を
対
象
に
し

た
G
I
S
を
用
い
た
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
先
進
性
と
汎
用
性
を
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古代の大内盆地（周防国吉敷郡八田郷）における支配構造 ―GISを利用した歴史的景観の分析をふまえて―

考
慮
し
、ESRI

社
のA

rcGIS Pro

に
よ
り
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
具
体
的
に
はA

rcGIS 
Geo Suite

地
形
な
ど
最
新
の
基
礎
デ
ー
タ
や
、
資
料
の
G
I
S
デ
ー
タ
化
よ
る
2D
、
3D

デ
ー
タ
を
用
い
た
視
覚
化
や
分
析
を
実
施
し
た
。

　
　

な
お
地
理
デ
ー
タ
の
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
郷
土
読
本
編
集
委
員
会
編
『
山
口
郷

土
読
本
』
（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二
年
）
・
山
口
市
教
育
委
員
会
文
化
課
編

『
山
口
市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
（
大
内
地
区
）
』
（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四

年
）
・
「
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
地
図
」
（https://w

w
w
.city.yam

aguchi.lg.jp/
soshiki/110/124568.htm

l

）
所
載
の
各
種
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。

4
）
山
口
市
教
育
委
員
会
編
『
大
内
氷
上
興
隆
寺
跡
遺
跡
』
（
同
会
、
一
九
九
〇
年
）
・
山

口
市
教
育
委
員
会
編
『
興
隆
寺
跡
遺
跡
Ⅱ
』
（
同
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
・
山
口
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
仏
供
田
遺
跡
』
（
同
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
）
・
山
口
県
教
育
委

員
会
編
『
大
内
氷
上
古
墳
』
（
同
会
、
一
九
八
六
年
）
。
山
口
市
教
育
委
員
会
編
『
問
田

片
川
遺
跡
』
（
同
会
、
一
九
八
五
年
）
。
な
お
縄
文
時
代
以
前
の
生
活
の
痕
跡
に
つ
い
て

は
、
大
内
御
堀
地
区
の
原
遺
跡
か
ら
黒
曜
石
の
切
片
が
、
御
堀
遺
跡
か
ら
縄
文
土
器
の
破

片
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
盆
地
か
ら
は
や
や
は
ず
れ
る
が
、
南

方
に
臨
接
す
る
小
鯖
に
は
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
や
縄
文
晩
期
の
土
坑
が
見
つ
か
っ
た
毛

割
遺
跡
が
あ
る
。

5
）
若
狭
徹
『
古
墳
時
代
の
水
利
社
会
研
究
』
（
学
生
社
、
二
〇
〇
七
年
）
。

6
）
磯
部
貴
文
「
高
尾
古
墳
群
」
（
『
山
口
市
史 

史
料
編 
考
古
・
古
代
』
山
口
市
、

二
〇
一
二
年
）
・
同
「
高
尾
古
墳
群 

第
1
次
調
査
」
（
『
山
口
市
埋
蔵
文
化
財
年
報
』

三
、
二
〇
〇
四
年
）
・
古
賀
信
幸
「
銭
貨
」
（
『
山
口
県
史 

資
料
編 
考
古
二
』
山
口
県
、

二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。
こ
の
隣
接
地
に
広
が
る
妙
見
社
古
墳
群
・
山
崎
古
墳
群
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
と
一
連
の
古
墳
群
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
山
口
盆
地
で
は
、

朝
田
墳
墓
群
（
山
口
市
朝
田
）
・
上
の
山
古
墳
（
山
口
市
宮
野
）
な
ど
、
丘
陵
か
ら
周
辺

平
野
部
を
見
下
ろ
す
面
に
墳
墓
を
造
成
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
同
様
の
傾
向
は
高
尾
古

墳
群
に
も
共
通
す
る
。

7
）
図
５
「
高
尾
古
墳
群
か
ら
の
可
視
領
域
」
な
ど
可
視
領
域
の
分
析
に
際
し
て
は
、

A
rcGIS Pro

の
解
析
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
か
ら
可
視
領
域
に
よ
る
デ
ー
タ
解
析
を
用
い

て
い
る
。
入
力
し
た
観
測
点
の
標
高
デ
ー
タ
か
ら
最
精
細
な
解
像
度
を
選
択
し
、
周
辺
の

地
形
か
ら
分
析
さ
れ
た
可
視
領
域
が
マ
ッ
プ
上
に
描
画
さ
れ
る
。
な
お
三
好
博
喜
「
古

墳
の
景
観
」
（
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集 

四
』
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
遠
方
か
ら
存
在
が
視
認
で
き
る
こ
と
と
、

詳
細
な
形
状
を
確
認
で
き
る
こ
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
勿
論
だ
が
、
こ
こ
で
は

と
り
あ
え
ず
前
者
の
範
囲
を
検
討
対
象
と
し
た
。

8
）
山
口
県
教
育
委
員
会 

注
4
著
書
（
一
九
八
六
）
・
山
口
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
編

『
山
口
市
馬
塚
古
墳 

緊
急
発
掘
調
査
概
要
』
（
同
課
、
一
九
七
一
年
）
。

9
）
墓
域
の
所
有
権
が
、
用
水
の
利
用
権
な
ど
他
の
生
活
域
に
付
随
す
る
権
益
と
同
様
、
よ

ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
維
持
・
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
田
中
広
明
「
古
代

の
開
発
と
地
域
の
編
成
」
（
天
野
努
ほ
か
編
『
古
代
の
開
発
と
地
域
の
力
』
高
志
書
院
、

二
〇
一
四
年
）
の
指
摘
を
参
照
。

10
）
山
口
県
内
の
条
里
遺
構
に
つ
い
て
は
、
八
木
充
「
条
里
制
と
土
地
開
発
」
（
『
山
口

県
史 

通
史
編 

原
始
・
古
代
』
山
口
県
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
な
お
磯
部
貴
文
「
古

代
」
（
『
山
口
市
史 

史
料
編 

考
古
・
古
代
』
山
口
市
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
山

口
市
域
に
残
る
条
里
地
割
は
、
湯
田
地
区
や
宮
野
地
区
の
事
例
か
ら
平
安
前
〜
中
期
（=

別
名
制
に
基
づ
く
開
発
以
前
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
大
内
地
区
も
同
時
期

と
推
定
さ
れ
る
。

11
）
三
浦
肇
「
条
里
制
の
遺
構
」
（
山
口
郷
土
読
本
編
集
委
員
会
編
『
山
口
郷
土
読
本
』

山
口
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二
年
）
・
同
「
山
口
県
下
に
お
け
る
条
里
遺
構
に
つ
い

て
」
（
『
歴
史
地
理
学
』
一
一
五
、
一
九
八
一
年
）
の
成
果
は
、
最
新
の
八
木 

注
10
論

文
な
ど
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
山
口
盆
地
全
体
と
し
て
、
狭
い
単
位
で
方
位
を
異
に

す
る
条
里
地
割
が
施
工
さ
れ
る
傾
向
が
目
立
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
橋
学
「
原
始
古

代
の
環
境
変
化
・
土
地
開
発
・
災
害
」
（
『
山
口
県
史 

通
史
編 

原
始
・
古
代
』
山
口
県
、

二
〇
〇
八
年
）
の
指
摘
も
参
照
。

12
）
山
口
市
教
育
委
員
会
編
『
神
田
山
石
棺
』
（
同
会
、
一
九
八
一
年
）
・
松
岡
睦
彦

「
神
田
山
石
棺
の
盃
状
穴
と
山
口
盆
地
の
盃
状
穴
板
石
」
（
『
盃
状
穴
考
』
慶
友
社
、

一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）
。

13
）
大
内
氷
上
古
墳
・
馬
塚
古
墳
に
つ
い
て
は
注
8
著
書
を
、
大
塚
古
墳
に
つ
い
て
は
山
口

教
育
委
員
会
ほ
か
編
『
山
口
市
大
塚
古
墳
』
（
同
会
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

14
）
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
口
市
教
育
委
員
会
編
『
下
長
野
遺
跡
』
（
同
会
、

一
九
九
三
年
）
・
前
田
耕
次
「
下
長
野
遺
跡
」
（
『
山
口
市
史 

史
料
編 

考
古
・
古
代
』

山
口
市
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
な
お
、
古
代
遺
跡
を
対
象
と
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し

た
「
可
視
領
域
」
研
究
の
現
状
に
関
し
て
は
、
宇
野
隆
夫
『
実
践 

考
古
学
Ｇ
Ｉ
Ｓ
―
先
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端
技
術
で
歴
史
空
間
を
読
む
―
』
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

15
）
佐
藤
力
「
御
堀
遺
跡
」
（
『
山
口
市
史 

史
料
編 

考
古
・
古
代
』
山
口
市
、
二
〇
一
二

年
）
。
な
お
こ
う
し
た
断
片
的
な
徴
証
か
ら
す
れ
ば
、
鎌
倉
期
以
降
の
大
内
氏
に
よ
っ
て

興
隆
寺
・
乗
福
寺
を
初
め
と
す
る
多
数
の
伽
藍
が
建
立
さ
れ
る
以
前
の
段
階
か
ら
、
盆
地

内
で
は
こ
の
地
域
に
寺
院
を
建
立
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
興
隆
寺

の
場
合
、
こ
の
地
区
が
水
利
の
問
題
か
ら
水
田
耕
作
に
適
さ
な
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
古

墳
時
代
以
来
、
地
域
の
支
配
者
層
の
墓
所
が
集
中
す
る
こ
と
も
念
頭
に
置
け
ば
、
盆
地
内

で
聖
地
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
の
成
果
（
注

４
）
に
よ
れ
ば
、
土
地
利
用
の
最
盛
期
（
室
町
期
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域
は
湿
地
の

ま
ま
で
民
衆
に
よ
る
用
益
が
な
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
実

態
も
、
当
地
の
利
用
が
何
ら
か
の
理
由
か
ら
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

16
）
初
期
寺
院
は
前
代
の
古
墳
に
代
わ
り
権
威
を
示
す
目
的
で
造
営
さ
れ
る
も
の
な
の
で

（
森
郁
夫
「
初
期
寺
院
の
諸
相
」
『
日
本
古
代
寺
院
造
営
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
九
八
年
）
、
古
墳
を
造
営
し
て
い
た
氏
族
が
そ
の
近
辺
に
造
寺
す
る
場
合
が
多
い
。

17
）
全
国
に
散
在
す
る
「
八
田
」
・
「
矢
田
」
・
「
八
部
」
を
称
す
る
郡
・
郷
の
名
称
が
、

い
ず
れ
も
矢
田
部
氏
と
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
古
代
地
名
が
い
ず
れ
も

「
や
た
べ
」
と
訓
じ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
た
と
え
ば
加
藤
謙
吉
「
平
群
地
方
の
地
域

的
特
性
と
藤
ノ
木
古
墳
」
（
『
大
和
政
権
と
古
代
氏
族
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、

初
出
一
九
八
九
年
）
な
ど
が
述
べ
る
よ
う
に
、
通
説
的
理
解
と
な
っ
て
い
る
。
周
防
国
吉

敷
郡
の
八
田
郷
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
滋
「
『
和
名
類
聚
抄
』
所
載
の
郷
名
を
め
ぐ
る
検
討

―
周
防
国
吉
敷
郡
の
事
例
に
つ
い
て
―
」
（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』

二
六
、
二
〇
二
〇
年
）
も
参
照
。

　
　

具
体
的
に
八
田
郷
（
備
中
国
下
道
郡
）
の
状
況
を
見
て
お
く
と
、
里
制
（
〜
七
一
五

年
）
下
の
「
吉
備
中
国
下
道
郡
・
矢
田
里
矢
田
部
刀
祢
□
」
（
藤
原
宮
出
土
）
と
い
う
荷

札
木
簡
や
、
間
壁
葭
子
ほ
か
「
富
比
売
墓
地
買
地
券
の
検
討
」
（
『
吉
備
古
代
史
の
基
礎

的
研
究
』
学
生
社
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）
・
岸
俊
男
「
「
矢
田
部
益
足
買

地
券
」
考
釈
」
（
『
遺
跡
・
遺
物
と
古
代
史
学
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
同

年
を
参
照
）
な
ど
の
検
討
す
る
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
の
備
中
国
下
道
郡
八
田
郷
の

買
地
券
で
矢
田
部
石
安
（
戸
主
）
・
矢
田
部
益
足
（
郷
長
）
な
ど
の
名
が
み
え
る
事
例
か

ら
も
、
同
郷
の
主
要
居
住
者
は
矢
田
部
氏
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
『
新
撰
姓
氏

録
』
に
よ
れ
ば
、
矢
田
部
氏
に
は
物
部
系
と
賀
茂
系
の
二
種
が
確
認
さ
れ
る
が
、
周
防
国

の
同
氏
が
い
ず
れ
か
は
定
か
で
な
い
。

18
）
吉
田
晶
「
和
泉
地
方
の
氏
族
分
布
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」
（
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記

念
事
業
会
編
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
同
会
、
一
九
七
〇
年
）
が
提
起
し

た
学
術
用
語
。

19
）
石
見
国
邑
知
郡
を
は
じ
め
、
河
内
国
渋
川
郡
邑
智
郷
、
同
国
志
紀
郡
邑
智
郷
、
能
登
国

羽
咋
郡
邑
知
郷
や
、
播
磨
国
揖
保
郡
大
市
郷
・
備
中
国
窪
屋
郡
大
市
郷
な
ど
。
た
と
え
ば

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
邑
智
郡
（
石
見
国
）
の
項
で
「
古
訓
於
保
知
と
あ
る
よ
り
推
せ

ば
、
大
内
の
意
に
や
」
と
す
る
。
発
音
に
つ
い
て
は
、
蜂
矢
真
郷
『
古
代
地
名
の
国
語
学

的
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

20
）
鏡
味
完
二
ほ
か
『
地
名
の
語
源
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）
・
池
田
末
則
『
日
本

古
代
地
名
伝
承
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）
・
楠
原
祐
介
ほ
か
『
古
代
地
名
語
源
辞

典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
）
・
谷
川
健
一
編
『
民
俗
地
名
語
彙
事
典
』
（
三
一

書
房
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
、
語
源
説
を
提
示
す
る
。

21
）
土
佐
雅
彦
「
播
磨
の
鉄
」
（
櫃
本
誠
一
編
『
風
土
記
の
考
古
学 

二
』
同
成
社
、

一
九
九
四
年
）
・
福
島
好
和
「
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
み
え
る
鉄
に
つ
い
て
」
（
『
関
西

学
院
史
学
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
）
。

22
）
吉
田
茂
樹
『
日
本
地
名
語
源
事
典
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
一
年
）
。

23
）
な
お
郷
名
氏
族
と
対
応
す
る
矢
田
と
い
う
地
名
と
、
当
地
の
自
然
地
形
に
由
来
す
る
大

内
と
い
う
地
名
の
範
囲
は
、
本
来
は
重
な
り
合
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
後
世

の
行
政
地
名
と
し
て
は
、
明
確
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
後
者
が
前
者
の

一
部
（
未
開
墾
地
）
を
切
り
分
け
て
成
立
し
た
経
緯
も
踏
ま
え
れ
ば
、
「
中
世
の
大
内
村

の
範
囲
は
近
世
の
長
野
村
・
矢
田
村
・
御
堀
村
を
併
せ
た
程
度
」
と
い
う
平
瀬
直
樹
「
本

拠
地
の
変
遷
」
（
註
2
著
書
、
初
出
二
〇
一
五
年
）
の
推
定
は
、
成
り
立
た
つ
ま
い
。

24
）
多
々
良
氏
の
大
内
進
出
の
時
期
に
つ
い
て
「
（
大
内
村
に
は
）
仁
平
元
年

（
一
一
五
一
）
に
創
建
と
伝
え
る
仁
平
寺
が
あ
り
、
大
内
氏
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る

の
で
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
」
（
松
岡
久
人
『
大
内
義
弘
』
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六

年
）
と
し
た
り
、
「
大
内
介
」
称
が
み
え
る
初
期
の
史
料
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
寿
永
年

間
に
は
進
出
し
て
い
た
と
す
る
論
者
も
あ
る
が
（
福
尾
猛
市
郎
『
大
内
義
隆
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
五
九
年
）
、
根
拠
は
不
十
分
で
あ
る
。

25
）
こ
の
史
料
に
つ
い
て
、
松
岡
久
人
『
大
内
氏
の
研
究
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一

年
）
は
鎌
倉
時
代
と
し
、
平
瀬
直
樹
『
大
内
義
弘
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
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年
）
は
鎌
倉
末
期
と
す
る
が
、
い
ず
れ
も
明
確
な
論
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
列
挙
さ
れ
る

所
領
の
分
析
か
ら
、
内
容
的
に
あ
る
程
度
は
成
立
時
期
を
特
定
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

と
く
に
本
稿
の
趣
旨
と
関
連
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
矢
田
か
ら
宇
野
へ
根
拠
地
を
移
す

以
前
（
中
世
前
期
）
と
す
る
に
止
め
て
お
く
。

26
）
戸
田
芳
実
「
中
世
初
期
農
業
の
一
特
質
」
（
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書

店
、
一
九
六
七
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）
。
た
だ
し
潤
沢
な
配
水
は
、
洪
水
の
可
能
性
と

隣
り
合
わ
せ
で
は
あ
る
。
松
尾
征
二
「
大
内
地
区
の
地
理
的
・
地
質
的
環
境
」
（
『
山
口

市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
（
大
内
地
区
）
』
山
口
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）
に
よ

れ
ば
、
仁
保
川
の
場
合
も
、
洪
水
の
た
び
に
流
路
を
変
え
て
い
た
ら
し
く
（
図
10
に
見
え

る
複
数
の
旧
流
路
を
参
照
）
、
流
路
に
直
接
沿
っ
た
地
域
は
氾
濫
原
と
な
る
の
で
住
居
な

ど
と
し
て
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
洪
水

の
被
害
を
受
け
に
く
い
既
開
墾
地
（
沖
積
面
）
を
除
く
周
辺
の
土
地
、
あ
る
い
は
仁
保
川

の
流
路
よ
り
も
北
方
に
広
が
る
未
墾
地
が
開
墾
の
対
象
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の

が
、
多
々
良
氏
の
入
植
当
時
の
盆
地
中
央
部
の
状
況
で
あ
ろ
う
。

27
）
大
山
喬
平
「
国
衙
領
に
お
け
る
領
主
制
の
形
成
」
（
『
日
本
中
世
農
村
史
の
研
究
』
岩

波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
）
・
河
音
能
平
「
日
本
封
建
国
家
の
成
立

を
め
ぐ
る
二
つ
の
階
級
」
（
『
河
音
能
平
著
作
集 
一
』
文
理
閣
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出

一
九
六
二
年
）
。

28
）
大
内
地
区
に
関
す
る
発
掘
調
査
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
大
内
矢
田
・
御
堀
・
長
野
地

区
に
展
開
す
る
条
里
に
つ
い
て
、
八
木 

注
10
論
文
は
三
浦 

注
11
論
文
の
成
果
を
踏
襲
し
、

計
一
一
三
町
に
及
ぶ
広
大
な
条
里
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
復
元
す
る
。

29
）
水
野
時
二
『
条
里
制
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
（
大
明
堂
、
一
九
七
一
年
）
。

30
）
松
尾
征
二
「
大
内
地
区
の
地
理
的
・
地
質
的
環
境
」
（
山
口
市
教
育
委
員
会
編
『
山
口

市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
（
大
内
地
区
）
』
同
会
、
一
九
九
四
年
）
。

31
）
木
村
忠
夫
「
古
代
・
中
世
の
大
内
地
区
の
生
活
環
境
」
（
山
口
市
教
育
委
員
会
編
『
山

口
市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
（
大
内
地
区
）
』
同
会
、
一
九
九
四
年
）
。
こ
の
治
水
工
事

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
河
流
が
逆
Ｌ
字
型
に
流
路
を
変
更
す
る
地
点
周
辺
の
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
判
明
す
る
可
能
性
も
あ
る
（
た
だ
し
、
現
状
で
は
、
河
底
を
含
め
相
当
堅

固
な
護
岸
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
旧
状
が
確
認
で
き
る
か
は
不
安
も
あ
る
）
。

な
お
後
述
す
る
過
去
の
自
然
流
路
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
堀
田
政
則
「
水
郷
大
内
に
学

ぶ
」
（
『
地
学
教
育
と
科
学
運
動
』
五
五
、
二
〇
〇
七
年
）
も
、
航
空
写
真
の
分
析
な
ど

か
ら
固
定
化
以
前
の
仁
保
川
の
流
路
が
暴
走
気
味
で
あ
っ
た
と
い
う
同
様
の
結
論
を
示
す
。

32
）
「
仁
保
川
の
流
路
変
更
と
配
水
範
囲
・
条
里
と
の
関
係
性
」
で
の
分
析
に
際
し
て
は
、

A
rcGIS Pro

の
解
析
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
か
ら
下
流
解
析
に
よ
る
デ
ー
タ
解
析
を
用
い

て
い
る
。
旧
河
道
に
沿
っ
た
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
を
作
成
・
解
析
し
、
地
形
の
高
低
差
を

反
映
し
た
水
の
流
れ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
ま
た
断
面
図
で
は
、A

rcGIS Geo 
Suite

地
形
のD

EM

デ
ー
タ
を
用
い
、
5
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
か
ら
大
内
盆
地
の
高
低
差

を
出
力
し
た
。
図
10
Ｂ
、
図
10
Ｆ
で
は
、
一
部
流
水
方
向
の
矢
印
が
逆
行
し
て
い
る
が
シ

ス
テ
ム
の
描
画
不
具
合
で
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
か
ら
下
流
へ
の
方
向
と
な
る
。

33
）
山
口
市
教
育
委
員
会 

注
4
著
書
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
湿
地
の
主
要
範
囲
を
興
隆
寺
の

寺
域
の
南
部
で
参
道
よ
り
西
側
一
帯
と
す
る
。
興
隆
寺
の
寺
域
に
つ
い
て
は
、
真
木
隆
行

「
周
防
国
大
内
氏
と
そ
の
氏
寺
興
隆
寺
の
質
的
変
容
」
（
川
岡
勉
ほ
か
編
『
西
国
の
文
化

と
外
交
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
も
参
照
。

34
）
古
墳
時
代
に
も
小
規
模
な
河
川
の
流
路
変
更
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
木
下
晴
一

『
古
代
日
本
の
河
川
灌
漑
』
（
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
平
安
期
に
各
種
の
治

水
技
術
が
発
展
し
た
と
い
う
木
村
茂
光
「
大
開
墾
時
代
の
開
発
―
そ
の
技
術
と
性
格
―
」

（
『
日
本
古
代
・
中
世
畑
作
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
八
二

年
）
の
指
摘
に
加
え
、
奈
良
・
平
安
期
の
地
方
社
会
に
お
い
て
大
規
模
な
治
水
技
術
を
保

持
し
て
い
た
の
が
国
衙
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
亀
田
隆
之
「
国
司
と
治
水
・
灌
漑
」

（
『
日
本
古
代
治
水
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
指
摘
も
ふ
ま
え
れ
ば
、

こ
の
種
の
事
業
を
行
う
際
に
国
衙
在
庁
層
は
優
越
的
な
立
場
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

35
）
渡
辺 

注
1
論
文
。

36
）
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
系
図
は
、
①
「
大
内
系
図
」
（
『
続
群
書
類
従
』
巻
一
八
七
）
、

②
毛
利
家
文
庫
（
山
口
県
文
書
館
）
本
「
大
内
家
系
」
（
『
山
口
市
史 

史
料
編 

大
内
文

化
』
山
口
市
、
二
〇
一
〇
年
）
、
③
「
多
々
良
氏
系
図
」
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第

一
八
）
の
三
種
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
系
図
類
に
つ
い
て
は
、
和
田
秀
作
（
山
口
県
文

書
館
）
の
ご
教
示
を
得
た
。

37
）
平
子
氏
入
部
の
段
階
で
、
仁
保
の
開
発
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
、
田
中
倫
子
「
周
防

の
平
子
氏
」
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
鎌
倉
御
家
人 

平
子
氏
の
西
遷
・
北
遷
』
同
館
、

二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

38
）
こ
れ
ら
の
勢
力
の
平
家
側
へ
の
与
力
を
、
内
乱
期
以
前
か
ら
の
平
家
に
よ
る
各
国
在
庁
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勢
力
の
編
成
の
成
果
と
み
な
す
、
田
中
文
英
「
平
氏
政
権
と
西
国
支
配
」
（
『
院
政
と
そ

の
時
代
―
王
権
・
武
士
・
寺
院
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）

も
参
照
。

39
）
岩
国
氏
に
つ
い
て
は
斉
藤
拓
海
「
平
家
家
人
周
防
岩
国
氏
に
つ
い
て
」
（
『
史
人
』

七
、
二
〇
一
八
年
）
を
、
周
防
氏
に
つ
い
て
は
渡
辺
滋
「
平
安
期
周
防
国
の
地
域
有

力
者
と
国
衙
機
構
―
任
用
国
司
か
ら
国
衙
在
庁
へ
―
」
（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』

一
二
八
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

40
）
清
胤
王
書
状
に
み
え
る
仲
河
御
厨
（
『
平
安
遺
文
』
二
九
〇
）
が
、
こ
の
地
に
所
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
滋
「
『
和
名
類
聚
抄
』
所
載
の
郷
名
を
め
ぐ

る
検
討
―
周
防
国
吉
敷
郡
の
事
例
に
つ
い
て
―
」
（
『
山
口
県
立
大
学 

国
際
文
化
学
部

紀
要
』
二
六
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
も
、
仁
保
川
上
流
の
勢
力

が
早
く
か
ら
中
央
と
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
推
定
で
き
る
。
な
お
清
胤
王
書
状
に
つ
い

て
は
、
渡
辺
滋
「
「
清
胤
王
書
状
」
群
の
成
立
と
伝
来
―
藤
原
在
国
（
有
国
）
の
役
割
を

中
心
に
―
」
（
『
上
智
史
学
』
六
七
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

41
）
弘
家
の
没
年
は
、
各
種
の
系
図
に
「
正
安
二
年
」
（
一
三
〇
〇
年
）
と
あ
る
。

42
）
『
防
長
風
土
注
申
案
』
は
「
此
地
も
し
く
ハ
矢
田
太
郎
弘
家
の
居
館
あ
り
し
地
な
ら
ん

歟
」
（
同
書
一
二 

矢
田
村
「
郎
君
城
」
項
）
と
考
察
し
、
御
園
生
翁
甫
『
防
長
地
名
淵

鑑
』
（
防
長
倶
楽
部
、
一
九
三
一
年
）
な
ど
も
こ
の
見
解
を
継
承
す
る
。

43
）
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
「
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
八
月
一
日 

周

防
国
在
庁
下
文
」
（
『
平
安
遺
文
』
二
七
六
三
）
・
「
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）

十
一
月 

周
防
国
在
庁
官
人
置
文
」
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
六
三
）
・
「
正
治
二
年

（
一
二
〇
〇
）
十
一
月 

周
防
国
阿
弥
陀
寺
田
畠
坪
付
」
（
同
一
一
六
四
）
・
「
正
治
二

年
（
一
二
〇
〇
）
十
一
月 

周
防
国
阿
弥
陀
寺
田
畠
坪
付
」
（
同
一
一
六
五
）
な
ど
の
周

防
国
府
関
連
文
書
に
は
、
矢
田
部
氏
の
名
が
見
え
る
。

44
）
福
尾
猛
市
郎
『
大
内
義
隆
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）
。

45
）
『
吾
妻
鏡
』
編
纂
の
過
程
で
こ
の
種
の
作
為
が
あ
る
こ
と
は
、
五
味
文
彦
「
『
吾
妻

鏡
』
の
方
法
と
原
史
料
」
（
『
増
補
吾
妻
鏡
の
方
法
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初

出
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

46
）
こ
の
ほ
か
、
『
吾
妻
鏡
』
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
三
月
一
日
条
所
引
の
「
閑
院
内
裏

造
営
雑
事
目
録
」
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
一
七
九
）
で
「
大
内
介
」
と
あ
る
事
例
も
信
頼
し

て
よ
か
ろ
う
。

47
）
松
岡
久
人
「
室
町
戦
国
期
の
周
防
国
衙
領
と
大
内
氏
」
（
松
岡
久
人
『
大
内
氏
の
研

究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）
が
、
「
諸
郷
官
方
衆
相
拘
候
内
、

矢
田
令
被
二
引
渡
一
候
哉
」
（
「
年
預
五
師
書
状
」
）
と
い
う
記
述
を
根
拠
に
指
摘
す
る
。

48
）
大
内
氏
の
矢
田
令
支
配
は
、
没
落
し
た
矢
田
部
氏
か
ら
受
け
継
い
だ
「
書
生
職
」
に
依

拠
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
多
々
良
氏
が
他
の
国
衙
在
庁
か
ら
書
生
職
を
奪
い
取
る
方

式
で
、
各
地
の
国
衙
領
へ
勢
力
を
広
げ
て
い
た
実
態
に
つ
い
て
は
、
畠
山
聡
「
中
世
前
期

に
お
け
る
東
大
寺
に
よ
る
国
衙
支
配
と
在
庁
官
人
」
（
『
中
世
東
大
寺
の
国
衙
経
営
と
寺

院
社
会 

造
営
料
国
周
防
国
の
変
遷
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）

も
参
照
。

49
）
吉
敷
郡
内
に
、
承
久
の
乱
で
失
脚
し
た
勢
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
承
久
大
乱
」
の
結

果
、
椹
野
荘
に
「
新
議

〔
マ
マ
〕

議
地
頭
」
が
置
か
れ
た
事
例
（
「
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）

九
月 

東
大
寺
申
文
」
『
鎌
倉
遺
文
』
四
三
八
〇
）
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

50
）
木
村 

注
31
論
文
。

51
）
大
内
盆
地
に
お
け
る
多
々
良
氏
の
拠
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い

な
い
。
先
行
研
究
で
は
、
た
と
え
ば
「
御
堀
の
名
貴
族
の
居
所
に
縁
あ
り
と
思
は
る
」

（
『
防
長
地
名
淵
鑑
』
）
の
よ
う
に
、
「
御
堀
（
み
ほ
り
）
」
と
い
う
地
名
と
関
連
付
け

る
見
解
も
散
見
さ
れ
る
が
、
と
く
に
決
め
手
は
な
く
、
現
状
で
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

移
転
の
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
遅
く
と
も
一
五
世
紀
の
う
ち
に
は
移
転
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
増
野
晋
次
・
北
島
大
輔
「
大
内
氏
館
と
山
口
」
（
川
岡
勉
ほ
か
編

『
西
国
の
権
力
と
戦
乱
』
清
文
堂
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

　
　

な
お
大
内
を
離
れ
た
大
内
氏
が
新
た
に
館
を
構
え
た
一
ノ
坂
側
西
岸
域
（
現
在
の
龍
福

寺
・
八
坂
神
社
を
中
心
と
す
る
地
域
）
は
、
比
較
的
広
い
平
地
が
広
が
り
な
が
ら
も
条
里

が
未
施
行
の
未
開
発
地
域
で
あ
り
、
周
辺
に
水
量
の
多
い
河
川
が
存
在
し
な
い
た
め
に
水

害
の
危
険
性
が
低
い
こ
と
も
含
め
、
大
内
か
ら
の
移
転
に
は
格
好
の
条
件
を
備
え
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
消
去
法
に
よ
っ
て
も
、
宇
野
地
区
と
宮
野
地
区
以
外
、
近
隣
に
適
当
な

移
転
先
（
水
田
化
さ
れ
て
い
な
い
平
坦
な
土
地
）
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
と
く
に
こ
の
移
転
先
に
積
極
的
な
興
味
が
あ
っ
て
選
定
し

た
訳
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　
　

ち
な
み
に
「
宇
野
（
宇
努
）
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
「
ウ
」
の
理

解
が
分
か
れ
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
鏡
味
完
二
ほ
か
『
地
名
の
語
源
』
（
角
川
書
店
、

一
九
七
七
年
）
以
来
、
野
原
・
原
野
と
す
る
見
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
宇
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野
・
宮
野
と
も
に
、
水
田
化
が
難
し
い
「
野
」
を
多
く
含
む
こ
と
に
由
来
と
す
る
地
名
と

考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
未
開
拓
の
乾
い
た
土
地
へ
の
本
拠
移
転
や
街
路
設
定
な
ど
は
、

あ
る
意
味
で
必
然
と
い
え
よ
う
。

52
）
真
木 

注
33
論
文
を
は
じ
め
と
す
る
同
氏
の
一
連
の
研
究
。

※
）
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
第
一
〜
二
節
に
お
け
る
G
I
S
を
利
用
し
た
景
観
分
析
に

つ
い
て
倉
田
が
専
門
的
立
場
か
ら
協
力
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
渡
辺
が
単
独

で
執
筆
し
た
。
意
見
交
換
の
後
、
全
体
の
文
面
の
調
整
を
行
っ
た
の
は
渡
辺
な
の
で
、
最

終
的
な
文
責
は
同
人
に
帰
す
る
。
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古代の大内盆地（周防国吉敷郡八田郷）における支配構造 
―GISを利用した歴史的景観の分析をふまえて―

渡 辺 　 滋 ・ 倉 田 研 治 　

本論文は、古代の大内盆地の特質について、GISを利用して分析を進めた成果である。前半では、集落・古墳など
の特性から始め、治水工事などの役割を検討した。後半では、前半の成果を踏まえ、中世前期にこの地域を拠点と
して勢力を拡大した、多々良氏（大内氏）の活動初期の実態について、各種の史料を踏まえて解明した。

The Structure of Domination in the Ancient Ouchi Basin 
(Hatta-go, Yoshiki-gun, Suo Province)

WATANABE Shigeru，KURATA Kenji　

This paper is the result of a GIS-based analysis of the characteristics of the ancient Ouchi Basin. In the first 
half of the paper, we began with the characteristics of settlements and burial mounds, and examined the role 
of flood control works, etc.  In the second half of  the paper, based on the results of  the first half,  the actual 
conditions of the early activities of the Tatara clan (Ouchi clan), which expanded its power based in this area in 
the early medieval period, were elucidated based on various historical documents.




